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　　　　　　　・アスファルトコンクリート塊　　　・セメントコンクリート塊　　　・建設発生木材

特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項項　　　　目章 章

２．工事場所

３．工事期間

　　　　　

工事の施工にあたっては、工事請負契約書・城陽市契約規則・建築基準法・建設業法・労働基準法

本工事の施工において、現場の納まり、取合い及び工法等の軽微な変更は監督員の指示による。

又これらの場合、請負代金の変更は行わないものとする。設計変更を生じた場合の請負代金の変更

ものとする。

　　　　　変更請負代金額 ＝ 変更設計工事価格 × 落札率 ＋ 消費税及び地方消費税相当額

　　騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法その他関係法令等によるほか、建設工事公衆災害防

３）工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり、建築基準法・労働安全衛生

　　法その他関係法令等に従ってこれを行う。

　　止対策要綱及び建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工に伴う災害の防止及び環境の

　　保全に努める。また、工事に伴い発生する廃棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努める。

２）施工中の安全確保に関しては、建築工事安全施工技術指針を参考に、常に工事の安全に留意して

　　管等に対して、支障をきたさないような施工方法等を定める。ただし、これにより難い場合は、

５）気象予報又は警報等について、常に注意を払い災害の予防に努める。

６）工事の施工に当たっては、工事箇所並びにその周辺にある地上及び地下の既設構造物、既設配

７）火気の使用や溶接作業等を行う場合は、火気の取り扱いに十分注意するとともに、適切な消火

９）建設事業及び建設業のイメージアップのために、作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。

１）建築基準法、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、労働安全衛生法、環境基本法、

　　監督員と協議する。

４）同一場所で別契約の関連工事が行われる場合で、監督員により労働安全衛生法に基づく指名を

　　受けたときは、同法に基づく必要な措置を講ずる。

　　１．関係法令等の遵守

　　２．監督員

　　３．設計変更

　　４．施工中の安全確保

　　　　及び環境保全

（２）摘　　要

５）設計図書に規定する事項は、請負人の責任において履行するものとする。

３．適用範囲

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は下記による。

２．改修工事において、図面及び特記仕様書に記載されていない事項は下記による。

２）施工条件

・工事説明書による。

３）警 備 員

・工事に関する粉塵等が飛散しないように工事範囲の養生を行う事。

とする。

工事説明書（工事説明に対する質疑回答書を含む）、本特記仕様書、設計図面、標準仕様書に示す範囲とする。

また、すべての設計図書は相互に補完するものとするが設計図書間に相違がある場合の優先順位は上記の順番

４）工事範囲

・図示及び工事説明書による。

１）項目は、番号に「○」印がついたものを適用する。

２）特記事項は「・」に「○」印がついたものを適用する。

　　「・」に「○」印がつかない場合は、※ 印がついたものを適用する。

　　「・」に「○」印と「※」に「○」印がついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の（　）内表示番号は公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の［　］内表示番号は公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す。

・労働安全衛生法・廃棄物の処理及び清掃に関する法律・再生資源の利用の促進に関する法律（リサ

２）解体材・発生材・工事用残材等は構外に搬出し、再生資源の利用の促進に関する法律、その他

　　関係法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い適切に処理し、監督員に報告する

　　産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業者と処理委託量を

　　記載した「処理委託契約書」により委託契約する事。 [1.3.8]

　　とともに、産業廃棄物管理表（マニュフェスト）を使用し適正な処理を行う事。

　　　・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・現場において再利用、再生資源化を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・指定副産物の処分地

　　　・指定副産物以外の搬出

　　　　　　　※構外搬出適切処理

　　　　　　　・指定地処分　　　　　・自由処分（最寄の再資源化施設へ搬出すること）

　　　・指定副産物

イクル法）・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）・建設副産物適正

処理推進要綱・建設工事公衆災害防止対策要綱・石綿障害予防規則等の関連法令を遵守し施工する。

１）工事写真は建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方　建築編」「工事写真の撮り方　建

　　築設備編」によるほか下記による。

　 規 　 格 　 部 　 数　   撮 影 箇 所

２)工事中写真は黒板に工事名、撮影日、箇所を明記して撮影する。

１２．工事写真

特　記　仕　様　書　

１．工 事 名

（１）工事概要

５．改修履歴

６．その他 ・本工事の型枠材料については、熱帯木材の保護の見地から、型枠合板については複合型枠合板（芯材針葉樹材）

　の使用に努めること。

・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定を行うこと。

　本工事居室のホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生省が定める基準以下であるこ

　とを書面で確認し報告すること。基準値等は工事説明書による。

　　　　　測定箇所　　※（　　）カ所（監督員の指示する場所）

　　　　　測定方法　　※パッシブサンプラー法

　　　　　測定項目　　※ホルムアルデヒド　　　　　　※トルエン　　　　　　　　　※キシレン

　　　　　　　　　　　※パラジクロロベンゼン　　　　※エチルベンゼン　　　　　　※スチレン

　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　）

・石綿を含む建材の解体をするときは、石綿作業主任者を設置すること。石綿作業主任者は、石綿作業主任者技

　能講習修了者、又は平成１８年３月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。 [9.1.2]

[1.6.9]

・建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　平成２２年版　国土交通大臣官房官庁営繕部建築課監修

・公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）平成２２年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

・公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）平成２２年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修
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　　現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。

　　設備、防炎シート等を設けるなど、火災の防止措置を講ずる。

　　ないよう、周辺環境の保全に努める。

８）工事の施工の各段階において、騒音・振動・粉塵・臭気・大気汚染・水質汚濁等の影響が生じ

１０）仕上げ塗材、塗料・シーリング材・接着剤その他の化学薬品の取り扱いに当たっては、当該製

　　底を図り、作業者の健康安全の確保及び環境保全に努める。

　　品の製造所が作成した化学物質等安全データーシート(ＭＳＤＳ)を常備し、記載内容の周知徹

　　　・特別管理産業廃棄物等の処理　（・廃石綿等　　・ＰＣＢ含有物　　・（　　　　　））

　　　　※フロン回収に関しては改正フロン回収破壊法に基づき、行程管理票を用意すること。

・本工事は、工事監理業務の委託を　　※行う　　・行わない

　　ただし、上記に規定がない場合は１.による。

　　　　　　　・アスベスト含有　　　・ＰＣＢ含有

　　　・その他の産業廃棄物等の処理　（・フロン　　　・（　　　　　）　・（　　　　　））

　　　・シーリングは、材種分析調査を行い、適正に撤去処分すること。

[1.3.7][1.3.11]

　　墜落のおそれのある箇所は留意する。

　　注意すること。

騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、その他関係法令に従い適切に処置するとともに

低騒音型、低振動型建設機械を使用する。災害又は公害が発生した場合は、速やかに適切な

措置をとり直ちに監督員に報告する。

工事の完成に際しては、工事対象物内外を清掃し、各種の残材・がれき・木くず等を構外に搬

出して処分する等、入念な後片付けを行う。

１）定期的に打合せ点検を行ない、不備な箇所は速やかに適切な措置を講じるとともに、特に

３）立入禁止、工事中危険、その他の掲示板等を要所に設置掲示する。

４）工事用車両の出入りによる交通障害、安全の確認等、構内及び周辺の危険防止に努める。

２）火気を使用する場合は、消火器、防炎シート等を設けるとともに火気の取り扱いに十分に

本工事に必要な関係官公署への申請手続き、届出は請負人が行ない、その費用は請負人の負担

とする。

　５．安全衛生管理

　６．災害及び公害の防止

　７．後片付け

　８．関係官庁への届出

[1.3.13]

[1.1.3]

　　９．電気保安技術者 [1.3.3]※　適用する　　　・　適用しない

※　適用する　　　・　適用しない [1.3.4]

　　　保安責任者

１１．解体材・発生材等の

　　合は、監督員と協議する。

　　なお、設計図書に定められた以外に、発生材の再利用、再資源化及び再生資源の活用を行う場

１）建設リサイクル法に基づき、発生材の再利用、再生資源化及び再生資源の積極的活用に努める。

　　　適正処理

　１０．工事用電力設備の

自家用電気工作物については、本市が委託（選任）した電気主任技術者と試験等に関する協議

を行い、必要に応じて立会等を求めること。

・特記仕様書及び図示により示されている参考メーカー等を使用する場合であっても、指名停止措置を受けて

　いないこを確認の上、採用すること。

　サービス版  適宜 　　　１着工時・工事中・完成時

前ネガの密着版もしくはＣＤ

　キャビネ版  監督員の指示による 　　　３

　　　１

完成写真（竣工時）

又、室内環境汚染等に配慮した材料を選定すること。

３）工事写真及び完成写真でデジタルカメラを使用する場合の有効画素数は、原則として３００万画素

　　以上で黒板の文字等の内容が判別できる精度のものとするが、工事着手前に試験撮影を実施し、工

　　事写真提出用の紙（普通紙不可）にて印刷を行い監督員の承諾を得ること。

着工に先立ち、実施工程表を作成し監督員の承諾を得る。工事中に変更が生じた場合は、遅延

なく監督員に連絡し実施工程表の修正を行う。工事工程報告書等の提出は監督員の指示による。

着工に先立ち、総合施工計画書を作成し監督員の承諾を得る。また、各工程着手前に品質計画

[1.2.1]

[1.2.2]

１３．実施工程表

１４．施工計画書

工事の施工上必要な箇所及び監督員が指示する箇所は、施工図を作成して監督員の承諾を得た

後、施工する。

１５．施工図等

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

同等のものとする場合は、監督員の承諾をうける。工事に使用する材料で設計図書に記載なき

ものは「ＪＩＳ」「ＪＡＳ」「ＪＥＭ」「ＪＷＷＡ」等による。

１６．施工図等の取扱い

[1.2.3]

、及び施工の具体的な計画をまとめた工種別の施工計画書を作成し監督員の承認を得ること。

１７．材料の品質等

[1.4.2]

　　ホルムアルデヒド等の放散量は、ＪＩＳ又はＪＡＳで定めるＦ☆☆☆☆

　　トルエン、キシレン、エチルベンゼンは、含有量の少ない規格品

本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。またこれらと

　　接着剤に含まれる可塑剤は、フタル酸－ブチル等を含有しない、難揮発性のもので規格品

　　　の補修

２０．調査のための破壊部分 [1.5.3]施工数量調査で、既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・　（　　　　　　　　　　　　）

木工事及び内装工事において、下記で指定する製材等を使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の

判断の基準に従い、あらかじめ、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」

１８．同等品の取り扱い 同等品を使用する意向のある場合は、事前にメーカー発行のカタログ及び、価格表等を提出し品

質、実績及び価格面で同等であることを証明し、あらかじめ監督員の承諾を得なければならない。

１９．施工数量調査

監督員の検査を受け、調査後は監督員に報告書を提出する。

[1.5.2]

（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明書を、監督員に提出すること。＜証明書の書式は６．内装工事参照＞

｢標仕｣に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

法定防火材料及び法定耐火材料、耐火構造、その他の指定のあるものはその認定ラベル、認定

番号等を示し監督員の承諾を受ける。

　　　　　特別な材料の工法

　　　　　防火材料等

　　・製材　　　・集成材　　・合板　　・単板積層材　　・フローリング

　　・その他（　　　　　　　　　　　）

特記仕様書01

Ａ－002

但し、現場施工は　　　　　月　　日から　　　月　　日まで

※　工事期間中交通整理員を配し、安全に注意すること。

なお、その費用は（　※　請負者負担　　　　○　別途）とする。

屋根・外壁等改修工事

・ 建築工事　一式　　１）工事内容

４．工事種目

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

京都府綴喜郡井手町大字井手小字東前田　地内

契約日から　　　　　平成26(2014)年　1月　31日まで

・公共建築工事標準仕様書　　　　　　　　　平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　　平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）平成２５年版　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

老人福祉センター玉泉苑 屋根改修工事

施工に先立ち施工数量調査を行う。

・　調査項目（      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）外壁クラック調査・欠損部の調査・鉄筋露筋部の調査

・　調査範囲及び調査方法　　※図示による。

増改築工事・平成　6年度(　1994年　)

・平成　3年度(　1991年　) 湯沸し部上部越屋根設置工事

・平成　19年度(　2009年 ) 便所・湯沸し室等改修工事

う。

監督員とは、工事請負契約書に規定する監督員で本町監督職員及び本町が監理業務を委託した者をい

は次の式による。この場合における変更設計工事価格の計算については、本町の元設計単価による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(落札率 ＝ 元請代金額 ÷ 本町設計金額)



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

　　　(竣工図)

[1.2.4]

[1.8.3]

章 章 章

　　　及び報告

一工程の施工を完了したとき又は工程の途中において監督員の指示を受けた場合は、その施工

[1.6.4]

２５．記録

が設計図書に適合することを確認し、適時に監督員に報告する。

別契約の施工上密接に関連する工事については、監督員の調整に協力し、当該工事関係者と共

に、工事全体の円滑な施工に努める。また、安全協力会等を設置すること。

建築 電気 機械 別途 備考ＥＬＶ

同上貫通箇所の補強

コンクリート水槽

地階二重壁内排水

雨水排水竪管

屋外排水管　雨水

　　　　　　汚水

　　　　　　雑排水

浄化槽　　　躯体及び防水

　　　　　　内部機器

　　　　　　通気・排水管

　　　　　　杭

同上　　　　床補強

点検口　　　床

　　　　　　天井

　　　　　　コンクリートシャフト

照明器具の天井切込み及び補修・補強

同上　　　　位置だし

吹出・吸込口の天井切込み補修及び補強

※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※※ ※

※※ ※

※

※

※

※

※

※

※

屋内外設備機器の基礎及びアンカーボルト

屋内外設備機器の基礎の仕上げ

換気扇取付枠

換気扇及び取付工事

同上　　　　位置だし ※

※

※

設備工事等に必要な梁、壁、床のスリーブ入

図面に明記なき工事区分は下記による。（※印及び　　印の施工とする）

厨房機器 ※

※同上　　　　配管等接続工事

[1.6.4]

[1.4.5]

監督員が指示した事項及び協議した結果について記録し、監督員に提出する。

監督員が指示する施工記録、工事写真、見本品、試験成績書等その他必要な資料は整備して提出する。

２６．完成図等

２７．保全に関する資料 監督員と記載事項に関する協議を行い、３部を提出すること。

３１．別契約の関連工事

３２．工事区分表

[1.1.7]

２４．工場検査 ・　行う　（件名　　                               　）　　・　行わない　

２３．試験

いを受ける。

材料検査及び施工検査に伴う試験は、公的試験所で行う検査を除き、原則として監督員の立合

[1.6.6]

[1.6.5]

２２．施工の検査等

た場合は、監督員の検査を受ける。

設計図書に定められた場合、[1.6.4]により報告した場合及び監督員より指示された工程に達し

[5.6.4]

２１．一工程の施工の確認

[1.8.1]

※　監督員が指示した項目　　　　　・　項目（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２

　

仮

　

設

　

工

　

事

　１．仮設物等の使用 建築工事・設備工事等が別契約の場合、定置する足場及び桟橋等の類は本工事に必要な期間中、

　　・　関係請負者に無償で使用させる。　　　　・　無償で使用することができる。

　２．足場その他 外部足場 [2.2.1]

　　　手すり先行足場は（・手すり先送り方式　　※手すり据置方式又は手すり先行専用足場）とする。

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」(厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日)

の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に

適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体及び変更の作業は、

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行

専用足場方式に基づき行うこと。

　　　手すり先行専用方式の例

交さ筋かい

建枠

先行型二段手すり

幅木

床材

交さ筋かい

建枠

幅木

床材

上さん

内部足場

防護シートなどによる養生

仮囲い

[2.3.2]

　　仕上　　　　　・あり （　　　　　　　　）　　　・なし

    仮設扉　　　　・設置する（W　850×H　1800　程度）

・既存建物内の一部を使用する。（仕様の詳細については設置する場合を参考とする。）

[2.4.1]

・設置する　　

　　・適用する（ＪＩＳ Ａ ８９５２規格品　防災　1類　ナイロン製）　

　　・成型鋼板片面塗装品（Ｈ＝3.0ｍ）　・クロスゲート（Ｗ＝3.0ｍ、Ｈ＝1.8ｍ、 　　箇所）

　　・波型鉄板張り（Ｈ＝　　ｍ）　　　・金網張り（Ｈ＝　　ｍ）

　仕上　　※　合板張り素地

　規模　　※　10ｍ2程度　　　　・　20ｍ2程度

　４．監督員事務所

　備品　　・　机　　・　椅子　　・　書棚　　・　ホワイトボード　　・　掛け時計

　　　　　・　消火器　　・　加入電話機　　・　冷暖房機器　　・　保護帽　　・　長靴

　　　　　・　安全靴　　・　安全帯　　・　雨合羽　　・　更衣ロッカー　　・　ＯＡ機器

　５．仮設物撤去その他 [２．５．１]による。

　６．工事用水 構内既存の施設

　　※利用できる（※有償　　・無償）　　　・利用できない

　７．工事用電力 構内既存の施設

　　※利用できる（※有償　　・無償）　　　・ 利用できない

　　・Ａ種（枠組み足場Ｗ＝　　　)　・Ｂ種（単管本足場）　・Ｃ種（ゴンドラ）・Ｄ種（移動式）

　　・脚立足場　　　　　　　　　　・枠組棚足場（手摺先行足場）

　　・適用する（防音シート ）　　　・適用しない

　　範囲　　　　　※図示による　　　　・工事工区割り部分

仮設間仕切り　　　・Ａ種　　　　　　・Ｂ種　　　　　　　・Ｃ種

２８．工事保険 工事目的物を対象とする工事物件保険及び賠償責任保険を一括した建築工事保険、又はそれぞれの

保険とし、その証書の写しをに提出する。なお、保険金額は請負金額を保証出来るものとし、保険

期間は契約日から工期に１４日を加えた日までとする。

２９．工事実績情報の登録 請負者は、受注時又は変更時において工事実績情報サービス（コリンズ）に基づき、受注・変更

竣工・訂正時に「工事実績データ」を作成し、監督員の確認を受けた上、１０日以内に登録機関に

登録申請を行うこと。又、登録完了後は「登録内容確認書」を監督員へ提出すること。 [1.1.4]

[1.6.2]３０．技能士等 技能士等は以下の工事に1級を適用する。ただし具体的な技能士名称は監督員と協議すること。

［建築］・仮設工事　・鉄筋工事　・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事　・鉄骨工事　・ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事　・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事　・防水工事　・石工事　・ﾀｲﾙ工事

　　　　・木工事　・屋根及びとい工事　・金属工事　・左官工事　・塗装工事　・建具工事　・内装工事　・排水工事　・舗装工事　・植栽工事

［電気］・電気工事士（・１種　・２種）　　　　　［機械］・配管工事　・保温工事　・ダクト工事　・空調工事

建築 電気 機械 別途 備考ＥＬＶ

流し台及び取付

同上　　　　排水金物

洗濯機器 ※

※

※

※

同上　　　　配管等接続工事

機械室　　　防音・遮音工事

同上　　　　外気取入れガラリ

同上　　　　排気ガラリ

同上　　　　リターンガラリ

浴槽

電動シャッタ･自動扉及び二次側配管配線

同上　　　　一次側配管配線

実験台

煙感知器連動用防煙垂れ壁

同上用　　　レリーズ

同上用　　　配管配線

同上用　　　制御盤

エレベーター

同上　　　　三方枠

同上　　　　一次側配管配線

※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

同上　　　　配管等接続工事

同上　　　　配管等接続工事 ※

ユニットバス、シャワーユニット

同上　　　　配管等接続工事 ※

各種申請手続 ※ ※ ※ ※

　１

下記以外にも監督員が特に指示するものについて提出する。（※印及び　　印を提出する）

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

　１

　１

　１

　１

※

※

※

※

※

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

※ 　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　１

　３

　３

　３

　３

　３

　３

　３

　１

表中の数字は部数

※

※

※

※

※

※

※

※

　１

　１

※

※

　１

　１

※

※

※

　１

　１

工事中間出来高内訳明細書

工事中間金請求書

工事中間完成届

工事中間出来高届現場代理人選任届

同上経歴書

主任技術者及び

　　監理技術者選任届

同上経歴書

同上資格者証写し

建退共収納書

着工届

工事費内訳明細書

工事工程表（契約）

下請人届

同上建設業許可証写し

業務提携届・機材ﾘｰｽ届

主要機材･資材発注先名簿

工事保証証書

労災保険成立証明書

火災保険及び工事保険

賠償責任保険

工事社内検査結果報告書

工事出来高内訳書

工事出来高写真

工事出来高図

工事出来高届

保証事業会社交付の

　　　　　　　保証証書

請負工事中間前払金請求書

工事履行報告書(正･写し)

　　　係わる認定請求書

請負工事中間前金払に

工事完成届

工事日報

工事写真（別項参照）

機器完成図書

機器取扱説明書

機器保証書

保守及び緊急連絡先

主要協力業者一覧表

主要材料メーカー一覧表

予備品・引渡品明細書

工事完成物件引渡証

工事写真ネガべた焼き等

請求書

請求内訳明細書

竣工図製本（別項参照）

竣工図原図

施工図製本

工事写真ネガ等（ＣＤ）

前払金請求書※ 　１

［契約書と共に提出］ ［中間払金請求時］ ［工事完成時］

［契約後］

［中間前払金の認定請求時］

［中間前払金の請求時］

［引渡時］

［部分払時］

［請求時］

［前払金請求時］

※

［施工前及び施工中］

　３

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

同上経路図(各種)

処分業者許可証写し(各種)

運搬業者許可証写し(各種)

収集業者許可証写し(各種)

残材ガラ処分計画書

週間工程表

実施工程表

使用材料承認願

施工図承認願

施工報告書

※

施工計画書

施工要領書

産廃運搬許可車両番号届

産廃処理契約書写し

※

※ 直営運搬車両車検証写し

※

※

　1

　1

※ 　1

※ 廃棄物等処理報告書

再生資源利用促進実施書

再生資源利用促進計画書

産廃処理運搬管理表

マニフェスト写し

　1

※ 　1

（Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票）

　1

　1

　1

　1

　1

施工体制台帳写し

施工体系図

建退共ステッカー掲示写真

建設業許可標識掲示写真

労災保険成立標識掲示写真

　1施工体系図掲示写真

工事報告書 　３

(毎月末日に〆、翌月5日迄に提出)

　1

　1

　1

　1

生コンクリート配合計画書

生コンクリート納品伝票

各種試験成績書

出荷証明書・納品伝票

施工数量表 　1

　1建設発生土搬入伝票

　1

(証明書の単位はm3とする)

(主な報告内容)

　全体工程表

　月間工程表(実績・予定)

　現場状況写真(全体・主要工種)

（建築物等の利用に関する説明書作成の手引き及び作成例参照：国土交通省ホームページ）

又、年間契約による保険加入の場合は、本工事を担保していることを示す付保証明書を提出すること。

・　分電盤等の鍵（※鍵箱に収納して提出　　・建築工事の鍵箱に収納して提出）

鍵は整理札を付け、建具案内図ならびに鍵目録とともに鍵箱（　　個用）に収納して提出する。

各所の鍵は、鍵合わせを行う。

鍵数は、マスターキーを含め、それぞれ３本を原則とする。

　　　　　躯体面側）　　　　　　　　　　　　　　　外部側）

15cm　以上 15cm　以上

85cm　以上

建設発生土受入証明書

　※上記備品で○を付した物であっても、監督員との協議により不要となった場合は省略してもよい。

Ａ－

特記仕様書02

003

３３．提出書類

３４．鍵の整理、提出

　　・手すり先行足場(Ｗ＝　　　　)600

　　・フェンスバリケード（Ｈ＝1.8ｍ）シート張り

既存部分の養生　　　　　　　　　　　　　　　　※ビニールシートなど [2.3.1]

既存部分における既存家具などの養生方法　　　　※ビニールシートなど

既存ブラインド、カーテンなどの養生　　　　　　※図示による

固定された備品、机、ロッカーなどの移動　　　　・行う（図示による）　　　・行わない

　３．養生

※井手町提出書類一覧によること。

原図訂正の上、原図と陽画複写紙製本(黒色金文字入厚表紙(設計図と同版))２部を提出すること。

　　　　　　　　　　　(黒色金文字入厚表紙(設計図と同版))施工図は陽画複写紙製本　　　　　　　　　　　　　　　　　１部を提出すること。

老人福祉センター玉泉苑 屋根改修工事



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 章

耐震補強工事に係る「鉄筋・コンクリート」の取り扱いは、後述の「８　耐震改修工事」

によるものとする。

　１．埋め戻し及び盛土 種別　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種 (3.2.3)(表3.2.1)

　２．現場発生土の処理 ※　場外搬出適切処理　　　 (3.2.5)

土

　

工

　

事

３

　

防

　

水

　

改

　

修

　

工

　

事

　　　及び工法

分類　（注）改修工法の表示内容は以下による

　＜例＞

　　○　　○　　○工法

　　　　　　　　　　　　　（ロ）既存の保護層及び防水層の撤去・非撤去による区分

　　Ｐ－保護アスファルト防水工法

　　Ｍ－露出アスファルト防水工法

　　Ｔ－保護アスファルト断熱防水工法

　　Ｓ－合成高分子系ルーフィングシート防水工法

　　Ｌ－ウレタン系塗膜防水工法

　　１－保護層及び防水層撤去

　　２－保護層撤去及び防水層非撤去（立ち上がり部などは撤去）

　　　　　（注）　立ち上がり部などの撤去には、ルーフドレイン廻りの保護層

　　　　　　　　　　　　防水層の撤去を含む。）

　　Ａ－　屋根保護防水密着工法

　　Ｂ－　屋根保護防水絶縁工法

　　ＡＩ－屋根保護防水密着断熱工法

　　Ｃ－　屋根露出防水密着工法

　　Ｄ－　屋根露出防水絶縁工法

　　３－露出防水層撤去

（ロ）既存の保護層及び防水層の撤去・非撤去による区分

　　ＢＩ－屋根保護防水絶縁断熱工法

　　Ｓ－　合成高分子系ルーフィングシート防水工法

（イ）新規防水工法の種別による区分

　　４－露出防水層非撤去（立ち上がり部などは[表3.1.1]による）

　　０－保護層及び防水層非撤去（立ち上がり部などは[表3.1.1]による）

　　ＡＳ－　改質アスファルトシート防水工法

　１．改修工法の種類 [3.1.4]

　　　　　　　　　　　　　（イ）新規防水工法の種別による区分

（ハ）既存防水工法による区分

　　　　　　　　　　　　　（ハ）既存防水工法による区分

　　ＤＩ－　屋根露出防水絶縁断熱工法

　　ＡＳＩ－　改質アスファルトシート防水絶縁断熱工法

　　ＳＩ－　合成高分子系ルーフィングシート防水断熱工法

　　Ｘ－　ウレタン系塗膜防水工法

　　Ｅ－　屋内防水密着工法

　　Ｙ－　ゴムアスファルト系塗膜防水工法

降雨などに対する養生

　２．既存防水の処理 既設防水の保護層や防水層等の撤去並びに新設する防水層の下地の補修及び処置は［３．２．１］による。

　３．アスファルト防水 ※下表による。 [3.3.1]

　　施　　　　　工　　　　　箇　　　　　所新規防水種別

・保護防水

・露出防水

・Ｂ－１　※Ｂ－２

・ＡＩ－１　※ＡＩ－２

・Ａ－１　※Ａ－２

・Ｃ－１　※Ｃ－２

・Ｄ－１　※Ｄ－２

伸縮目地　　※設ける　　・設けない

・屋内防水

・ＤＩ－１　※ＤＩ－２

・Ｅ－１　※Ｅ－２

・ＢＩ－１　※ＢＩ－２

（厚）　　　㎜

（厚）　　　㎜

（厚）　　　㎜

（参考メーカー）　

改修工法種　別

Ｓ-Ｆ２（ＳＩ-Ｆ２）

Ｓ-Ｍ１（ＳＩ-Ｍ１）

Ｓ-Ｍ２（ＳＩ-Ｍ２）

Ｓ-Ｍ３（ＳＩ-Ｍ３） （厚）　　　㎜

　４．合成高分子系 ※下表による。（ＪＩＳ　Ａ　６００８の規格品） [3.5.1]

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書により定めること。

（厚）　　　㎜

（参考メーカー）　

アスファルト防水

合成高分子系ルーフィングシート防水

シングル防水

塗膜防水

防　　　　水　　　　種　　　　類 保　　　証　　　期　　　間

（　）年

 １０ 年

 １０ 年

 １０ 年

※保証書については、請負者・防水施工業者・メーカーの三者連名とする。

　　※［３．１．３］により行う　　　・図示による

防水層の検査として監督員立会の下、水張り試験を行うこと。（２４時間）

　８．シーリング シーリング材の種類　［表３.７.１］による。 [3.7.1]

シーリング改修工法及び施工個所

拡幅する幅　　　　　(㎜)深さ　　　　　(㎜)

・シーリング充填工法

・シーリング再充填工法

・拡幅シーリング再充填工法

・ブリッジ工法

工程　［表３.１.２］による。

　９．シーリング材の試験 接着性試験　　・行う（※簡易接着性試験　　　・引張接着性試験）　　　　※行わない　　　　　　

※行わない場合は、同じ材料の組み合わせで実施した試験成績書を提出し、監督員の承諾を受けること。

　　 施工箇所

１０.シーリング用材料

・躯体打継目地(仕上げあり)

・金属建具周囲

・躯体打継目地(仕上げなし)

・ガラス押さえ

施　　工　　箇　　所

記　　号施　工　部　位

工　　　　法

１１．防火設備用

　　　シーリング材料

建築基準法に規定される防火設備には防火戸用指定シーリング材を使用すること。

１２．とい工事

大きさ及び取付間隔は［表３.８.２］による。

板厚は図示及び［表３.９.１］による。

※建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を施工計画書により定めること。

　６．保証期間

とい受金物及び足金物の材質（※　ステンレス　　　・　亜鉛めっき仕上）

　７．漏水試験

[3.7.8]

脱気装置　　※メーカー仕様による　　

[3.3.2.(k)]

※事前にアンカープラグの引抜試験を行い、基準強度の１５０％以上であることを確認すること。

　　・　Ｘ－１　　　　・Ｘ－２

種別　（ＪＩＳ　Ａ　６０２１の規格品）　５．塗膜防水 [3.6.1]

 

４

　

外

　

壁

　

改

　

修

　

工

　

事

　　　調査

・行う　　　　　　　　・行わない　　　　　　　・追加工事として行う　２．外壁改修の施工数量 

　１．外壁改修 ・行う　　　　　　　　・行わない　　　　　　　・追加工事として行う [4.1.1]

施工に先立ち調査を行う。監督員の検査を受け、調査後は監督員に報告書を提出し承諾を受ける。

[1.5.2]

欠損部錆鉄筋の処理　錆落し後防錆材の塗布を行う。

欠損部改修工法

ひび割れ部改修工法

　　　仕上げ外壁補修

　３．コンクリート打放し [4.1.4(a)(1)]

[4.1.4(a)(2)]

　・Ｕカットシール材充填工法　(シール材の上にポリマーセメントモルタル充填　・する　・しない)　

　・シール工法

　・樹脂注入工法　（コア抜取りによるひび割れ部の注入状況の検査　・する　・しない）

調査及び報告書の提出　　※専門業者による　　　・建築仕上診断技術者（ＢＥＬＣＡ）による

　　　仕上げ外壁

　４．モルタル塗り ひび割れ部改修工法（ひび割れ幅０．２㎜以上）

欠損部改修工法

　　・充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・モルタル塗替え工法

　　・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

[4.1.4(b)(1)]

[4.1.4(b)(2)]

[4.1.4(b)(3)]浮き部改修工法

　　・注入口付近アンカーピンニング全面エポキシ樹枝注入工法　　　・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・樹脂注入工法　（コア抜取りによるひび割れ部の注入状況の検査　・する　・しない）

　・Ｕカットシール材充填工法　(シール材の上にポリマーセメントモルタル充填　・する　・しない)　

　・シール工法

　・充填工法　　　　　・モルタル塗替え工法

　・低粘度形　　　　・中粘度形　　　　（・高粘度形）

　　・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　　　　　　　・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

特記仕様書03

Ａ－004

・ 場内指示の場所に敷きならす。

・図示による

※ 図示した部分の改修は施工すること

種　　　　　　　　　類 呼　　名 備　　　考

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形

　外装薄塗材Ｓｉ

・外装合成樹脂エマルジョン系

・外装薄塗材Ｅ

仕　上　げ 工　　法

・砂壁状

・吹付け

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ローラー

・砂壁状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・さざ波状

・吹付け

・ローラー

・吹付け

・砂壁状

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・こて

・外装けい酸質系

・可とう形外装けい酸質系

・ゆず肌状

・さざ波状

・ローラー

・吹付け

・こて

・着色骨材砂壁状

・可とう形外装合成樹脂

　エマルジョン系

・可とう形

　外装薄塗材Ｅ

・砂壁状

・ゆず肌状

・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・こて

・ゆず肌状

・さざ波状

・ローラー

薄付け仕上塗材　ＪＩＳ Ａ ６９０９ [表4.2.4]

・薄付け仕上塗材塗り　　　・厚付け仕上塗材塗り　　　・複層仕上塗材塗り [4.1.4(d)]　６．塗り仕上げ外壁

　　・タイル張替え工法    　ＧＳスーパーピンネット工法，ショーボンド建設又は同等品

[4.1.4(c)(4)]目地改修工法

浮き部改修工法

欠損部改修工法

ひび割れ部改修工法　５．タイル張り仕上げ外壁

　　・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法　　・　タイル部分張替え工法

　　・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　　　　　　　　・アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　・アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　　・注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　・注入口付近アンカーピンニング全面エポキシ樹枝注入工法　　　　・注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

[4.1.4(c)(1)]

[4.1.4(c)(2)]

[4.1.4(c)(3)]

　・樹脂注入工法　　　　　　・Ｕカットシール材充填工法

　・タイル部分張替え工法　　・タイル張替え工法

　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

種　　　　　　　　　類 呼　　名 仕　上　げ 工　　法 備　　　考

・ゆず肌状

・防水形外装合成樹脂 ・防水形 ・ローラー

・さざ波状

　エマルジョン系 　外装薄塗材Ｅ

・凹凸状 ・吹付け

・外装合成樹脂溶液系 ・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 ・吹付け

エポキシ樹脂　ＪＩＳ Ａ ６０２４（建築補修用注入エポキシ樹脂）

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り

２

図示による

5

Ｓ-Ｆ１（ＳＩ-Ｆ１） S 3 S 1.2

ルーフィングの種類

印部

外部建具周り等

処分地　　・　　　　　　　　　　　・　自由処分

１３．アルミニウム製笠木

　・充填工法　エポキシ樹脂モルタル充填

屋根改修工事老人福祉センター玉泉苑

ＳＲ－１

ＰＵ－２

ＰＳ－２

ＭＳ－２ ※既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去の上施工

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法　(ｱｻﾋﾎﾞﾝﾄﾞBE13 同等品)

※既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去の上施工

※既存サッシビート撤去部施工
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工事名称

図面名称
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章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

　７．既存塗膜等の除去

・吹放し

・凸部処理

・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・掻き落し

・ひき起し

・外装セメント系 外装厚塗材Ｃ

・こて

呼　　名 仕　上　げ 工　　法種　　　　　　　　　類 備　　　考

・外装合成樹脂エマルジョン系

外装厚塗材Ｅ

外装厚塗材Ｓｉ ・吹放し

・凸部処理

・吹付け

・平たん状

・凹凸状

・ひき起し

・こて

・ローラー

・吹付け

・凹凸模様

・凸部処理

呼　　名種　　　　　　　　　類 備　　考工　　法仕　上　げ

複層塗材ＣＥ・ポリマーセメント系

複層塗材ＲＥ

複層塗材Ｅ

複層塗材Ｓｉ

・合成樹脂エマルジョン系

・けい酸質系

・反応硬化形合成樹脂エマルジョン

・ローラー・ゆず肌

可とう形

・可とう形ポリマーセメント系

・吹付け

・凹凸模様

・凸部処理

・ローラー・ゆず肌

複層塗材ＣＥ

・吹付け

・凹凸模様

・凸部処理

・ゆず肌状 ・ローラー

・合成樹脂溶液系 複層塗材ＲＳ

・防水形ポリマーセメント系 防水形複層材ＣＥ

・吹付け

・凹凸模様

・凸部処理

・ゆず肌状 ・ローラー

・防水形合成樹脂エマルジョン系 防水形複層材Ｅ

・防水形合成樹脂溶液系 防水形複層材ＲＳ

・防水形反応硬化合成樹脂

　　　　　　　エマルジョン系

　　　　　　　エマルジョン系

・改修用合成樹脂エマルジョン系

・改修用反応硬化合成樹脂

・改修用ポリマーセメント系

・ローラー

・ローラー

・平たん状

・さざ波

・ゆず肌状 ・吹付け

厚付け仕上塗材　ＪＩＳ Ａ ６９０９

複層仕上塗材　ＪＩＳ Ａ ６９０９

防水形複層材ＲＥ

可とう改修塗材Ｅ

可とう改修塗材

防水形複層塗材の増塗り　　　・行う　　　・行わない

複層仕上塗材の耐候性　　　　・１種　　　・２種　　　※３種

※サンダー工法（高圧洗浄（１０Ｍｐａ以上）は全面とする。）

下地ひび割れ部補修　　・する　　　　　・しない

複層仕上塗材の上塗材の種類　

　　※水系アクリル（　・つやあり　　　・つやなし　）

　　　　　　ＲＥ

　　　　　　ＣＥ

可とう改修塗材

　　　及び下地処理

・塗膜剥離材工法（試験施工を行い、監督員の承諾を受けること。）

　８．下地調整 下地調整　　補修方法（　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・高圧水洗工法（３０Ｍｐａ以上とし、試験施工を行い、監督員の承諾を受けること。）

　９．保証 外壁改修（ひび割れ補修、クラック補修、浮き部補修）については、補修専門業者の責任施工とし、補

修工事着工前に使用材料について事前に協議を行い、補修完了後検査を受けること。

保証は請負者・施工者・メーカーの三者連名とし、保証期間は下記による。

※外壁改修保証期間：（　　）年間

[表4.2.5]

[4.6.3]

[4.6.4]

防火戸の指定及び機構等は、図示による。

　　カーテンボックス　　・再使用する　　　　・新設する

　　カーテンレール　　　・再使用する　　　　・新設する

　　ブラインド　　　　　・再使用する　　　　・新設する

在来おさまり部分の処理

　１．改修工法 工法

※かぶせ工法（別途交換サッシ仕様書による。）　　・撤去工法（・はつり工法　・引抜き工法）

　２．防火戸

[5.1.3]

[5.1.4]

　　　　　　　　　　　　（耐風圧性　　・Ｓ－４　　　・Ｓ－５　　　・Ｓ－６）

外部に面する建具は，ＪＩＳ表示認可工場で制作された製品とする。

種　別

性　能

耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み

Ｓ－６

Ｓ－５

Ｓ－４

Ａ－３

Ａ－４ Ｗ－５

Ｗ－４ ７０mm

１００mm

表面処理[表5.2.2]

・Ａ－１　　・Ａ－２

・Ｂ－１　　・Ｂ－２

・Ｃ－１　　・Ｃ－２

特記なき建具の種別は（　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　）とし、また表面処理は外部に面する建具は

Ｂ－１種、屋内の建具はＣ－１種とする。

水切り・ぜん板　　　　・取り付ける　　・図示による

建具は、落下防止処理を施す。

・　Ａ　種

・　Ｂ　種

・　Ｃ　種

　３．アルミニウム製建具

建具の性能及び構造は、特記なき限りＪＩＳ Ａ ４７０２及び４７０６による。

シーリング材は、３章７節による。

アルミニウム材は、ＪＩＳ Ｈ ４１００及びＪＩＳ Ｈ ４０００による。

製品の寸法許容差は、ＪＩＳ Ａ ４７０２（ドアセット）又は、ＪＩＳ Ａ ４７０６（サッシ）による。

遮音性、断熱性及び面内変形追随性の等級は図示による。

表面処理（溶融亜鉛メッキ）の付着量　　　　　・Ｚ１２又はＦ１２とする。

　　　　　　　　　　　　（耐風圧性　　・Ｓ－４　　　・Ｓ－５　　　・Ｓ－６）

鋼板類の厚さは、[表５．３．２]による。

鋼板類の厚さは、[表５．４．１]による。

ビニル被覆鋼板は、[５．４．３（ａ）（２）]による。

遮音性、断熱性及び面内変形追随性の等級は図示による。

召合わせ、縦小口包み板等の材質　　　　　※鋼板　　　・ステンレス板　　　・アルミニウム合金

　７．ステンレス製建具 建具の性能及び構造は、[５．３．２]による。

　６．鋼製軽量建具

遮音性、断熱性及び面内変形追随性の等級は図示による。

鋼板類の厚さは、[表５．５．１]による。

表面仕上げ　　・ＨＬ仕上げ　　　　　　　　　曲げ加工　　・普通曲げ　　・角出し曲げ

・既存マスターキーグループに組み込む　　　・単独

・新規マスターキー作成　　　　　　　　　　・グランドマスターキー作成

　８．建具金物

センサの種類　[表５．７．３]

スイングドア用開閉装置の性能値　　　　　　　　・[表５.７．２]による。

スライディングドア用開閉装置の性能値　　　　　・[表５.７．１]による。

　９．自動ドア開閉装置

建具の性能及び構造は、特記なき限り[５．２．２（ａ）]による。

　４．網戸 防虫網　　材質　　※合成樹脂製、線径０．２５ｍｍ以上、網目１６～１８メッシュ

　　　　　　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製、線径（　　）ｍｍ以上、網目（　　　）メッシュ

　　　　　　　　　・ステンレス製、線径（　　）ｍｍ以上、網目（　　　）メッシュ

防鳥網　　材質　　※ステンレス製、線径１．５０ｍｍ以上、ピッチ１５ｍｍ

建具の性能及び構造は、特記なき限り[５．２．２（ａ）]による。

シーリング材は、３章７節による。

　５．鋼製建具

鋼板類は、ＪＩＳ Ｇ ３３０２及びＪＩＳ Ｇ ３１０１による。

製品の寸法許容差は、ＪＩＳ Ａ ４７０２（ドアセット）又は、ＪＩＳ Ａ ４７０６（サッシ）による。

　・簡易気密型ドアセット（気密性　Ａ－３　水密性　Ｗ－１）　

　・簡易気密型ドアセット（気密性　Ａ－３）

鋼板類は、ＪＩＳ Ｇ ３３０２及びＪＩＳ Ｇ ３３１３による。

表面処理（溶融亜鉛メッキ）の付着量　　　　　・Ｚ０６、Ｆ０６又はＥ２４とする。

製品の寸法許容差は、ＪＩＳ Ａ ４７０２（ドアセット）又は、ＪＩＳ Ａ ４７０６（サッシ）による。

　・簡易気密型ドアセット（気密性　Ａ－３　水密性　Ｗ－１）

ステンレス鋼板類は、ＪＩＳ Ｇ ４３０５によるＳＵＳ３０４とする。

製品の寸法許容差は、ＪＩＳ Ａ ４７０２（ドアセット）又は、ＪＩＳ Ａ ４７０６（サッシ）による。

[5.7.3]

[5.2.3]

[5.2.3(e)]

[5.3.2][表5.3.1]

[5.3.4(a)][5.3.4(b)]

[5.4.2]

[5.4.4(a)][5.4.4(b)]

[5.5.2]

[5.5.4(a)][5.5.4(b)]

[5.6.1～5.6.4][表5.6.1～表5.6.2]

性能の試験方法は、ＪＩＳ Ａ １５５１による。 [5.7.2]

開閉方式　　　・バランス式　　・チェーン式　　・電動式

収納形式　　　・スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形　　・バーチカル形

・上部電動式（手動併用）　　　・上部手動式１０．重量シャッター

１１．軽量シャッター

１２．オーバーヘッドドア

種類、サイズ等は図示による。ガラス留材は、全てシリコーン系シーリング材とする。

外部に面する網入り板ガラス等にはガラス用防錆塗料または防錆テープを用いて防錆処置を行うこと。

１３．ガラス

[5.9.1～5.9.5][表5.9.1～表5.9.4]

[5.10.1～5.10.5][表5.10.1～表5.10.2]

[5.11.1～5.11.5][表5.11.1,表5.11.2]

[5.12.1～5.12.4][表5.12.1]

・上部電動式（手動併用）　　　・上部手動式

※ 内外共 （内部から外部拭きする程度）１４．ガラスクリーニング

ｱ3.0　　・透明　　・乳半　　・（　　　）

ｱ5.0　　・透明　　・乳半　　・（　　　）

　留め材は、全てシリコーン系シーリング材とする。

　留め材は、全てシリコーン系シーリング材とする。

１５．ポリカーボネイト

　　　樹脂板

１６．木製建具 建具材の含水率の種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種 (16.6.2)

　１．他の部位との取合い等 壁改修に伴う改修範囲 [6.1.3]

　※壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁及び床の改修範囲は壁厚程度とし、既存に準じた仕上げ

　　を行う。

　※既存のまま　　・図示による　

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

天井内の壁の撤去に伴う当該壁の取合う改修

　・図示による

　２．既存床の撤去並びに 合成樹脂塗り床材の除去（撤去しない場合は、施工に先立ち接着試験を行う。）

※改修範囲は、図示による。

　・機械的除去工法　　　・目荒工法

[6.2.1]

改修後の床の清掃　　・行う（・改修部分のみ　・改修により影響を及ぼした範囲　・図示による）

　　　　　　　　　　・行わない

　４．既存壁の撤去並びに 間仕切り壁の撤去に伴う他の構造体の補修方法

新規天井仕上げ　　・図示による

[６．４．１]・[６．４．２]による。　５．既存天井の撤去並びに

[6.3.1]

　・モルタル塗替え工法（モルタル塗り）　　

　６．天井改修

　７．木下地等

　３．床改修

　　　下地補修

　　　下地補修

　　　下地補修

　※壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。　　・図示による

新規天井下地　　　・木製天井下地　　　・軽量鉄骨天井下地

[6.5.2]

　　　　　　　　　　　構造仕上がり材　　仕上がり寸法

　　　　　　　　　　　造作材　　　　　　仕上がり寸法

木材の断面寸法　　　　構造材　　　　　　ひき立て寸法

見掛り表面仕上げ　　　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

[6.5.1]

[表6.5.2]木材の含水率　　　　　※Ａ種　　　・Ｂ種

木材の品質　　　　　　「製材の日本農林規格」による

[表6.5.4]

　クレオソート油は「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」適合したものとする。

造作材の品質の基準　　※Ａ種　　　・Ｂ種 [表6.5.3]

代用樹種の禁止　　　　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保存処理木材　　　　　Ｋ３以上の保存処理とする（適用箇所：　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること。

　　　　　　　　　　　木材製品の合法性、持続可能性の証明の要否については下表による。

木材製品の合法性、

持 続 可 能 性 の 証 明

樹 種

造作材

等 級 施 工 場 所

※必要　　・不要

※必要　　・不要

・無節　※上小節　・小節

・無節　※上小節　・小節

・無節　※上小節　・小節

・特等　※１等　　・２等

・特等　※１等　　・２等

木材製品の合法性、

持 続 可 能 性 の 証 明

樹 種 等 級 施 工 場 所

※必要　　・不要

※必要　　・不要

※１級　・２級　・３級

※１級　・２級　・３級

※１級　・２級　・３級

構造材・下地材

　・桧

　・杉

　・

　・

　・

※必要　　・不要

※必要　　・不要

※必要　　・不要

　・桧

　・杉

　・

※必要　　・不要

Ａ－

特記仕様書04

005

※見込みは70mmとする。

型板

５

　

外

　

　

壁

　

　

改

　

　

修

　

　

工

　

　

事

６

　

建

 

具

 

改

 

修

 

工

 

事

６

　

建

　

　

具

　

　

改

　

　

修

　

　

工

　

　

事

７

　

内

　

装

　

改

　

修

　

工

　

事

老人福祉センター玉泉苑 屋根改修工事

・水洗い工法 既存ALC外壁部

ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁部

Ｃ－２ (コンクリート外壁部)下地調整　　補修方法（　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・Ｃ－1(ALC外壁部)
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一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

内壁タイル張り工法　　　・積み上げ張り　　　・接着剤張り [6.16.5(c)]

伸縮目地等

　外壁及び床面　　　※図示による

　屋内壁面　　　　　※図示による

施工後の確認及び試験

　浮きの確認　　　　※全面打診による確認を行う

　接着力の試験　　　※接着力試験機による接着力試験を行う　　　・行わない

Ⅰ類は旧規格の磁器質、Ⅱ類はせっき質、Ⅲ類は陶器質にほぼ該当する。

　８．集成材 [6.5.2(b)]

材面の品質 接着性能 樹種名 寸法名称

寸法名称 樹種名 見付け材面の品質

寸法名称 化粧薄板の樹種名及び厚さ 見付材面の品質

・構造用集成材は、「集成材の日本農林規格」の「構造用集成材の規格」による。

・造作用集成材は、「集成材の日本農林規格」の「造作用集成材の規格」による。

　　　※特記がない場合は、材面の品質は２種とする。

　　　※特記がない場合は、見付け材面の品質は１等とする。

　　　※特記がない場合は、見付け材面の品質は１等とし、心材は針葉樹の単一樹種とする。

　　　　　　ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること。

　　　　　　ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること。

・化粧ばり造作用集成材は、「集成材の日本農林規格」の「化粧ばり造作用集成材の規格」による。

証明資料　 ＪＡＳ材であることを証明する資料として下記書類を提出すること。

２３．タイル張り タイルの種類　　・下表による　　　・図示による

施工部位

形状寸法

備　　考

色役　物うわ薬

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

[6.16.1]

（ｍｍ） 無ゆう施ゆう あり なし 標準 注文

吸水率の区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

２０．石膏ボード、その他

　　　　　　　ボード張り

・化粧石膏ボード

・ロックウール

　（ＧＢ－Ｄ）

・けい酸カルシウム板

・１２　・１５　・１９

・９　・１２

・　９．５（準不燃）

・１５

・９．５　・１２．５

・５・６・８・１０・１２

・　９．５（不　燃）

　化粧吸音板（ＤＲ）

・トラバーチン模様

・木目模様

・軒天用

・内部用

ＪＩＳ Ａ ６９０１

ＪＩＳ Ａ ６９０１

ＪＩＳ Ａ ６３０１

ＪＩＳ Ａ ５４３０

・木毛セメント板

・木片セメント板

ＪＩＳ Ａ ５４０４

ＪＩＳ Ａ ５４０４

　（０．８ＦＫ）

タイプ２（無石綿）

・フラット

・立体模様

・２０　・２５　・３０

・２０　・２５　・３０

継目処理工法　　　・行う　　　・行なわない

２１．壁紙張り

[6.14.1]

・１級　・２級　 ＪＩＳ Ａ ６９２１

施　工　場　所 防火性能の級別 規　　格品    質

２２．モルタル塗り [6.15.1]床の目地

・設ける（工法　　　・［６.１５.６（ｂ）（３）］による　　　・図示による）

ＪＩＳ Ａ ６９０１

厚　　さ

[6.13.1]

種　　類材　　種 規　　格

・１５．０（不　燃）

・１２．５（不　燃）

・１２．５（準不燃）

・　９．５（準不燃）

　（ＧＢ－Ｒ）

・石膏ボード

普

通

特

殊

・化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・有　　・無  

[6.9.1]

ラバー有無種　　類 厚　　さ 帯電性

※3.0 kv以下・ニードルパンチカーペット

下敷き材　　　※ＪＩＳ Ｌ ３２０４の第２種２号　厚さ８ｍｍ

・織じゅうたん

種　別 敷込み 織り方 パイルの形状 帯電性

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

[6.9.1]

・グリッパー工法

敷　　込　　み パイルの形状 帯電性

[6.9.1]

・タフテッド

　カーペット

・全面接着工法

・グリッパー工法

種　別 敷込み パイルの形状 帯電性

[6.9.1]

・１種 ・全面接着工法 ・ループ

種　　類

種　　類

種　　類

パイル長

寸　法

※3.0 kv以下

※3.0 kv以下

※0.5 kv以下・タイルカーペット

（参考メーカー）　ロンシール工業（株）　（株）東リ　（株）タジマ　又は同等品以上

　　　　　　　　　LL-200SS　　　　　　   GA-100SA　　　ﾀﾋﾞｽｾﾚｸﾄOA

１９．カーペット敷き

１８．畳敷き

防虫処理　　・する　　・しない

Ｄ種の場合、畳床種別　　・ＫＴ－Ⅰ　　・ＫＴ－Ⅱ　　・ＫＴ－Ⅲ　　・ＫＴ－Ｋ　　・ＫＴ－Ｎ　　

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種      表替え [6.12.1]

１７．フローリング張り

　・下表による　　　・図示による

・なら

・ぶな

板厚　１５

板幅　７５

・釘止め工法

・接着工法

・

単

　

層

[6.11.1]

　　　　　以上

・フローリング

　ボード

・フローリング

　ブロック

・モザイク

　パーケット

・なら

・ぶな

・なら

厚さ　１５

厚さ　８

・モルタル埋め込み工法

・接着工法

・接着工法

大きさ

・複合１種

　フローリング

・複合２種

　フローリング

・複合３種

　フローリング

・ぶな

・なら

・さくら

・かば

厚さ　　１５

・釘止め工法

・接着工法

・接着剤・釘止め併用工法

(ステンレススクリュー釘)

・

複

　

層

・水性

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗り

・油性スティン

　着色の上

　ワックス塗り

・生地の上

　ワックス塗り

・塗装済品

・図示による

種　　別 樹　種 工　　法 塗　　装寸法（ｍｍ）

板長さ　５００

大きさ 300×300

大きさ　１×６

１４．ビニル幅木 材種　　　　　　　・軟質　　　・硬質

厚さ(mm)　　　　　・２．０　　・１．５

高さ(mm)　　　　　・６０　　　・７５　　　・１００

１５．合成樹脂塗床

仕上げの種類

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・２．０

[6.10.1]弾性ウレタン樹脂系塗床材

備　　考厚さ（ｍｍ）

[6.8.1]

※既存埋込みインサートの使用に際しては引抜き試験（４００Ｎ）を行うこと。 [6.6.4]

１２．ビニル床シート張り

工法　　　・熱溶接

※仕上げに際しワックス掛けをすること。

　　　　　　　　　　　　　　 ロンフォーム　　　　　ＳＦフロア　　　　ＡＣフロア

（参考メーカー）　2.5ｍ／ｍ）ロンシール工業（株）　（株）東リ　（株）タジマ　又は同等品以上

　　　　　　　　　　　　　　 ロンマットＭＥ　　　　ＮＳ-1000　　 　　ＳＲシート

材　　種

ビニル床シート ・ＤＣ（抗菌仕様）

・ＮＣ（ノンスリップ仕様）

・無地　　・マーブル ・２．０　　・２．８

・２．５

[6.8.1]

１３．ビニル床タイル張り

・コンポジションビニル床タイル

材　　種

ビニル床タイル

（参考メーカー）　2.8ｍ／ｍ）ロンシール工業（株）　（株）東リ　（株）タジマ　又は同等品以上

種　　類

種　　類 色　　柄 厚さ（ｍｍ）

厚さ（ｍｍ）

１１．軽量鉄骨天井下地

　　（照明器具用開口補強）

[6.6.1]

１０．軽量鉄骨壁下地

　・図示による

[6.7.1]スタッド、ランナーの種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　屋外　　・１９型　　　※２５型

野縁などの種類　　　　　　　　　　屋内　　※１９型　　　・２５型

あと施工アンカーの引き抜き試験　　　　　　・行なう　　　※指示あるとき行なう

・ホモジニアスビニル床タイル

・半硬質　・軟　質 ・２．０　・２．５

　　　防虫処理

環境配慮した表面処理用防腐剤（日本木材保存協会で認定している薬剤等）を使用すること。　９．防腐、防蟻及び [6.5.2(h)]

　※木材保存剤（防腐、防蟻処理）は、クロルピリホス等を含有しない非有機リン系とする。

　※処理の方法は工場における加圧とし、十分に乾燥を行う。ただし現場における加工が生じた場合

　　には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を２回塗布する。

防蟻処理　　※行う（範囲：　　　　　　　　　　）　・行わない

防虫処理　　※行う（範囲：ラワン材等　「製材の日本農林規格」による保存処理 Ｋ１）　・行わない

　　・ＪＡＳ認定証の写し

　　・ＪＡＳ認定工場発行の出荷証明書。（ＪＡＳ材であることを証明した物）

　　＜参考例＞

木材製品の合法性、持続可能性を証明する資料として下記書類を提出すること。

　　・合法木材供給事業者認定を受けた認定証又は会員証等の写し。

　　・合法木材認定事業者(会員)発行の出荷証明書。（合法木材であることを証明した物）

　　＜参考例＞

フローリングは、「フローリングの日本農林規格」による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること）

　　　　　　木材製品の合法性、持続可能性の証明書　　　　　※必要　　・不要

強度等級

　　　　　　木材製品の合法性、持続可能性の証明書　　　　　※必要　　・不要

心材の樹種名

　　　　　　木材製品の合法性、持続可能性の証明書　　　　　※必要　　・不要

　木材製品の合法性、持続可能性の証明書　　　※必要　　・不要

　　　　　　ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること。

１６．合板張り ※図示による

エポキシ樹脂系塗床材

仕上げの種類

[6.10.1]

・薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ

・防滑仕上げ

・樹脂モルタル仕上げ

備　　考厚さ（ｍｍ）

※合法性、持続可能性の証明については、上記によらず「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明の

平成○○年△△月□□日　

代 表 者 名

会 社 名

住 所

□
印

　

認定(会員)番号

工 事 名：○○○○工事

施工業者：株式会社□□

明 細

品名 樹種 等級

○×△×□

寸 法 員数

◇本

体積 出荷日

○月□日胴縁 杉 １級

額縁 米ﾂｶﾞ 上小 ▲×●×■ ○本

▲m

3

□m

3

△月○日

伐採された木材のみを原材料としていることを証明します。

　下記製品は、持続可能な森林経営が営まれている森林から合法的に

　ためのガイドライン（林野庁）」による証明方法でも可とする。

木材出荷証明書

平成○○年△△月□□日　

代 表 者 名

会 社 名

住 所

ＪＡＳ認定番号

□
印

　

工 事 名：○○○○工事

施工業者：株式会社□□

　下記のとおりＪＡＳ規格品を出荷したことを証明します。

明 細

品名 樹種 等級

○×△×□

寸 法 員数

◇本

体積 出荷日

○月□日胴縁 杉 １級

額縁 米ﾂｶﾞ 上小 ▲×●×■ ○本

▲m

3

□m

3

△月○日

　木材製品の合法性、持続可能性の証明書　　　※必要　　・不要

　　　　　　　（ＪＡＳ材であることを証明する資料を提出すること。）　　・納入業者までに複数の流通業者が間に入る場合は、認定事業者(会員)以降の流通ルートを明確にす

合法性、持続可能性証明書兼出荷証明書

　　　ること。

特記仕様書05

Ａ－006

・硬質石膏ボード

　（ＧＢ－Ｒ－Ｈ） ﾀｲｶﾞｰｽｰﾊﾟｰﾊｰﾄﾞ（ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ）

階段段鼻 150*60

（参考メーカー）INAX 新階段ﾀｲﾙ　又は同等品以上

７

　

内

　

装

　

改

　

修

　

工

　

事

　    　宛

　    　宛(又は流通業者宛)

工事場所：   △△

工事場所：    △△

屋根改修工事老人福祉センター玉泉苑

耐水合板タイプ



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

　１．防火材料の指定

章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 項　　　　目章 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

・指定箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存塗膜の除去及び下地調整

鉄鋼面

木部

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面及びＡＬＣパネル面

コンクリート面及び押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面

石膏ボード面及びその他ボード面

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

・ＲＡ　　※ＲＢ（除去範囲約　30％）　　・ＲＣ

箇　　所

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

種　　別

・Ａ種（屋外、屋内）

・Ｂ種（屋内）

・Ａ種（屋外、屋内）

・Ｂ種（屋外、屋内）

・Ｃ種（屋内）

塗　装　面 種別、適用 名　　称 規　　格

[7.1.3]

[7.2.2～7.2.7]

[表7.3.1～表7.3.2]

　４．塗装記号

・ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

表示記号 名　　称 規　　格

[表7.4.1～表7.15.1]

・ＣＬ クリヤラッカー塗り

・ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗り

・ＮＡＤ アクリル樹脂系非水分散形塗料

・ＤＰ 耐候性塗料塗り

・ＥＰ－Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

・ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

・ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ＯＳ オイルステイン塗り

木材保護塗料塗り

マスチック塗料塗り

・ＰＵ

（４回塗り：各工程標準塗布量１００ｇ/ｍ2以上）

水性ポリウレタン樹脂塗り

　２．下地調整

本項目は、耐震改修工事以外に関する鉄筋工事に（　※適用する　　　・適用しない　）

試験方法

フレッシュコンクリートの試験（土間コンクリートには採用しない。） [8.8.3]

試験項目

スランプ

空気量

塩化物量

試料採取方法　ＪＩＳ Ａ １１１５

試験回数、試料採取

下表のコンクリートの強度試験の

のために試料採取を行うごとにお

こなう。

ＪＩＳ Ａ １１０１

ＪＩＳ Ａ １１２８

ＪＩＳ Ａ １１１８

ＪＩＳ Ａ １１１６

コンクリートの種類が異なるごとに一日一回以上、かつ１５０ｍ3ごと

一回以上行う。

最初の測定は打ち込み当初（荷卸し）とする。

（測定器は、（財）国土開発技術センターの技術評価を受けたもの。）

フレッシュコンクリートの試験は原則として、コンクリートの強度試験用試料の採取ごとに行う。

ＪＩＳ Ａ ５３０８

ＪＩＳ Ａ ５３０８

３．品質(２)スランプ

３．品質(３)スランプ

試験判定等

　５．フレッシュ

　　　コンクリートの試験本項目に記載がない場合は、構造図を参照すること。

　１．鉄筋の種類

鉄　筋 規格番号 種　　別 種　　別

Ｄ１０～Ｄ１６

異形鉄筋

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５ Ｄ１９以上

ＪＩＳ Ｇ ３１１２鉄筋コンクリート用棒鋼

径（ｍｍ）

[表8.2.1]

　２．鉄筋の加工及び組立 [8.3.1]

※下表による。

　６．コンクリートの

　　　強度試験

コンクリートの強度試験

試験項目 試験目的 判定試験場所採取場所材齢養生方法

[表8.8.2]

・ＷＰ

※気温による構造体強度補正値（Ｓ）洛南生コンクリート協同組合の補正値表による。

　９．無筋コンクリート

　７．構造体強度補正値

８以上

０以上８未満

暑中期間

３/５～７/９、９/５～１１/１６

１１/１７～３/４

７/１０～９/４

３Ｎ/ｍｍ2

６Ｎ/ｍｍ2

６Ｎ/ｍｍ2

補正値（Ｓ） 期間（打設日）

予想平均気温（℃）の範囲

普通ポルトランドセメント

[表8.5.1]

暑中期間とは、日平均気温の平年値が２５℃を超える期間。

　８．軽量コンクリート 常時土あるいは水に直接接する部分の使用　　・可　　　・不可 [8.10.1]

種別　　・１種　　　・２種

施工個所（　　　　　　　　　　　　　　）

粗骨材の最大粒径は、コンクリート断面の１／４以下、かつ４０ｍｍ以下とする。

捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合は２５ｍｍとする。

(6.14.2)

１０．型枠の材料 せき板の材料は、「合板の日本農林規格」の「コンクリート型枠用合板の規格」による。 [8.2.6]

合板の材種は、広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板とする。

厚さ　　※１２　　　

１１．型枠工事 ［８.７.９］による。

供試体の個数

　１回の試験の供試体の個数は、調合管理強度の管理試験用、構造体コンクリートの材齢２８日圧縮強度

　の推定試験用、型枠取外し時期の決定試験用、構造体コンクリートの材齢２８日及び材齢２８日を超え

　９１日以内の圧縮強度の推定試験用、その他必要に応じてそれぞれ３個とする。

　適切な間隔をあけた運搬車から、３度に分けて試料を採取し、必要な数の供試体を作成する。但し、調

　合管理強度の管理試験用は、１台の運搬車の試料から３個の供試体を作成する。

公的試験場

　公的試験場は原則として、（財）日本建築総合試験所　京都分室とする。

不合格の場合の処置

　構造体コンクリートの材齢２８日圧縮強度の推定試験が不合格となった場合は、［８.８.６］による。

　（※１）の結果が不合格の場合は、直ちに（※２）の試験を行うこと。

　　　　１８＋１＝１９本　　鉄筋本数は１９本とする。

　　　　３,５００÷２００＝１７.５　→　切り上げして　１８

　３．鉄筋の継手 ・重ね継ぎ手（Ｄ１６以下）　　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）　　　・特殊な継ぎ手

　４．溶接金網

　５．割裂補強筋 鋼線の規格及び仕様　　　　　　　　　※図示による

スパイラルピッチ及び径　　　　　　　※図示による

[8.3.4]

[8.4.2]

[8.2.2]ＪＩＳ Ｇ ３５５１　網目の形状、寸法、鉄線の径は図示による。

本項目は、耐震改修工事以外に関するコンクリート工事に（　※適用する　　　・適用しない　）

本項目に記載がない場合は、構造図を参照すること。

　１．コンクリートの

　　　種類及び強度

レディーミクストコンクリートの類別　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類

構造体

軽量コンクリート

土間コンクリート

※２１

※２１

※２１

※１８

※１８

※１５　　・１８

※１５　　・１８

※１５　　・１８

※１５　　・１８

基礎

上部

基礎

上部 ・１５　　※１８

・１５　　※１８

※２１

※構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

　　｛Ｆｃ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝Ｎ/ｍｍ2

[8.1.3][8.1.4]

　　　材料

　２．普通コンクリートの ※普通ポルトランドセメント

材料及び調合の条件は、［８.１.４（ｃ）］による。

[8.2.5]

　３．調合計画

[8.1.4]

[8.5.4]

　４．コンクリートの仕上

　　　がり

設計基準強度は下表による。Ｆｃ＝２７（Ｎ/ｍｍ2）以上３６以下は、［８.９.１～８.９.８］による。

打　設　部　位 Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2） スランプ（ｃｍ） 備　　考

種　　別 施　　　工　　　箇　　　所 せき板の程度

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

[8.2.6(b)(1)]

[8.2.6(b)(2)]

[8.2.6(b)(2)]

１）コンクリートの部材の位置及び断面寸法の許容差は、［表８.１.２］による。

２）コンクリートの表面の仕上がり状態

　　コンクリート打放し仕上げの種別は下表による。

　　コーンの使用は、［８.７.９］による。

化粧打放しコンクリート

塗装仕上げ

仕上げ材塗り

合成樹脂塗り床

ビニル系床材張り

床コンクリート直均し仕上げ

カーペット張り

防水下地

セルフレベリング

二重床

表８.１.３のＡ種

[表8.1.3]

[表8.1.4]

胴縁下地

タイル張り、モルタル塗り

表８.１.３のＢ種

・３ｍにつき７ｍｍ以下

・３ｍにつき１０ｍｍ以下

・１ｍにつき１０ｍｍ以下

タイル張り、モルタル塗り

３）コンクリートの平たんさは、下表による。

柱、梁、壁の場合 床の場合平たんさ

試し練り　　　※実施する　　　　・実施しない

　　（（６.１４.１）によるもの及び土間コンクリートは構造体強度補正は行わない。）

捨コンクリート

※鉄筋の数量管理は、本数で行うこと。

　鉄筋本数は、内法寸法及び躯体寸法を鉄筋の間隔で除し、小数点以下１位を切り上げした整数に１を加えた数とする。

　　　例）内法スパン（躯体寸法）３,５００　鉄筋間隔２００の場合

ＪＩＳ Ｋ ５６２５ ２種

ＪＩＳ Ｋ ５６７４ １種

ＪＩＳ Ｋ ５６７４ ２種

ＪＩＳ Ｋ ５６２９

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－１１１

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－１０９

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－１１１

ＪＩＳ Ｋ ５５３１　　　

ＪＩＳ Ｋ ５５１６ １種

ＪＩＳ Ｋ ５５７２ １種

ＪＩＳ Ｋ ５６５９

ＪＩＳ Ｋ ５６５８

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－４０４

ＪＩＳ Ｋ ５６６０

ＪＩＳ Ｋ ５６６３ １種

ＪＩＳ Ｋ ５６６８ ２種

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－３０１

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－５０２

ＪＡＳＳ １８ Ｍ－３０７

調合管理強度の管理

型枠取外し時期の決

定

[8.8.6]

荷卸し プラント [8.8.5]

適宜 プラント [表8.7.3]

水中養生

工事現場における

28日

調合管理強度の管理

試験

構造体のコンクリー

ト強度の推定試験

による標準養生

ＪＩＳ Ａ １１３２

の圧縮強度の推定

構造体コンクリートの

材齢28日の圧縮強度

構造体コンクリートの

28日を超え91日以内

材齢28日圧縮強度の

封かん養生

工事現場における

91日以内

28日を超え

28日

公的試験場 [8.8.6]

筒先　　

ポンプ車

推定（※１）

の推定（※２）

公的試験場

構造体コンクリートの

Ａ－

　３．錆止め塗料

ＪＩＳ Ｋ ５６７０

ＪＩＳ Ｋ ５６５９相当品

・鋼構造物用耐候性塗料

・建築用フッ素樹脂塗料

・アクリルシリコン樹脂塗料

・弱溶剤ポリウレタン樹脂塗料

塗　　装　　面 　　種　　　　　　　　別

※Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

※Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

　５．合成樹脂ペイント塗り

　６．クリヤラッカー塗り ※Ｂ種

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

木部（新規）

木部（塗替え）

鉄鋼面

亜鉛めっき面(鋼製建具の塗替)

亜鉛めっき面(鋼製建具の塗替以外)

※外部に使用する合成樹脂調合ペイントは、ＪＩＳ Ｋ ５５１６ ２種とする。

[表7.4.1～表7.4.3]

[7.5.1]

　７．つやあり合成樹脂

　　　塗り

　９．ウレタン樹脂ワニス

　　　ペイント塗り

　８．合成樹脂エマルション

　　　塗り

　　　エマルションペイント

・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種

・Ａ種　　　※Ｂ種

※木部に新規に塗る場合は、Ａ種とする。

[7.9.1]

[7.10.1]

[7.12.1]

・鉄筋コンクリート工事標準による　　　　・詳細図による

４

ｌ

１

鉄

筋

工

事

４

ｌ

２

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

007

特記仕様書06

８

　

塗

　

装

　

改

　

修

　

工

　

事

・・鉛・クロムフリーさび止めペイント

・鉛・クロムフリーさび止めペイント

・シアナミド鉛さび止めペイント

・水系さび止めペイント

・鉛酸カルシウムさび止めペイント

・変性エポキシ樹脂プライマー

・水系さび止めペイント

(ｽﾁｰﾙ製建具面)

外部土間

屋根改修工事老人福祉センター玉泉苑



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

現況図

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

現況図

S=1/150

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

2
,
1
5
0

1
,
5
7
0

35,285

2
0
,
6
0
0

2,310 70 2,255 70 2,255 70 2,213 70 2,212 1,800

1
,
1
6
5

1,910 70 70 1,910

960

1,700

1
,
7
2
0

7
0

1
,
7
2
0

3
5
0

1
,
8
3
0

1,400 70 70

650 650 650

700

2,900 2,900 1,700

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

2
,
9
0
0

VP75 OP塗り

VP75 OP塗り

VP75 OP塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

H-100*100*6*8

OP塗り

門扉 ｽﾁｰﾙ製

OP塗り

庭

庭

玄関庇

昭和55年建設時

RC造

平成6年増築時鉄骨造ALC外壁

※平成6年増築時に全面改修

門扉 ｽﾁｰﾙ製FE塗り

1,800 570

70

570

70

6/AW

5/AW

11/SW

4/AD

4/AW

3/AW

1/AD

7/AW 8/AW

3/AD

2/AW

500

16/AW

15/AW

4/SW

W=1000

H=1100

W=400 H=1600

ﾄｰﾒｲ t=5

2/AD

13/AW 14/AW
17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

12/AW

17/AW

17/AW

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5
ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

H=1900 ﾄｰﾒｲ t=5

無目 H=150

欄間 H=450 ﾄｰﾒｲ t=3

H=300 ｶﾞﾗﾘ

無目 H=100

H=1600 型板 t=4

H=600

ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5
H=500

型板 t=4

ﾄｰﾒｲ t=5

H=1500 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1350 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

網入り型板 t=6.8

18/AW

1/AW

W=450

H=800

網入り型板 t=6.8

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

800

W=650 H=400

H=600 型板 t=4

W=700

腰窓部 網入り型板 t=6.8

支柱100*50　H=1700

3,510

平成24年改修

ｶﾞﾗｽ割れ有り

流し

流し

笠木 瓦葺き

H=1750

リシン吹付

CB150 7段積み

1

昭和55年建設時

RC造

鉄骨造ALC外壁

平成6年増築時

8765432

漏水箇所

湯沸しA

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

湯沸しB

吊戸棚W=600損傷

A

A-008

※工事期間中センター使用のため、利用者の安全を考慮し、仮設計画を行うこと。

SW スチール製建具を示す。

AW AD アルミ製建具を示す。

D

C

B



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

S=1/150

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

2
,
1
5
0

1
,
5
7
0

35,285

2
0
,
6
0
0

2,310 70 2,255 70 2,255 70 2,213 70 2,212 1,800

1
,
1
6
5

1,910 70 70 1,910

960

1,700

1
,
7
2
0

7
0

1
,
7
2
0

3
5
0

1
,
8
3
0

1,400 70 70

650 650 650

700

2,900 2,900 1,700

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

2
,
9
0
0

VP75 OP塗り

VP75 OP塗り

VP75 OP塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

VP100 VE塗り

H-100*100*6*8

OP塗り

門扉 ｽﾁｰﾙ製

OP塗り

庭

庭

玄関庇

昭和55年建設時

RC造

平成6年増築時鉄骨造ALC外壁

※平成6年増築時に全面改修

門扉 ｽﾁｰﾙ製FE塗り

1,800 570

70

570

70

6/AW

5/AW

11/SW

4/AD

4/AW

3/AW

1/AD

7/AW 8/AW

3/AD

2/AW

500

16/AW

15/AW

4/SW

W=1000

H=1100

W=400 H=1600

ﾄｰﾒｲ t=5

2/AD

13/AW 14/AW
17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

12/AW

17/AW

17/AW

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5
ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

H=1900 ﾄｰﾒｲ t=5

無目 H=150

欄間 H=450 ﾄｰﾒｲ t=3

H=300 ｶﾞﾗﾘ

無目 H=100

H=1600 型板 t=4

H=600

ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5
H=500

型板 t=4

H=1500 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1350 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

VP100 VE塗り

網入り型板 t=6.8

18/AW

1/AW

W=450

H=800

網入り型板 t=6.8

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

800

W=650 H=400

H=600 型板 t=4

W=700

腰窓部 網入り型板 t=6.8

支柱100*50　H=1700

3,510

平成24年改修

流し

流し

笠木 瓦葺き

H=1750

リシン吹付

CB150 7段積み

1

昭和55年建設時

RC造

鉄骨造ALC外壁

平成6年増築時

8765432

漏水箇所

湯沸しA

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

湯沸しB

撤去

ｶﾞﾗｽ撤去

VP100 VE塗り

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

既存塩ビ製屋根撤去

撤去平面図

撤去平面図

吊戸棚W=600撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去
ﾄｰﾒｲ t=5

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

A-009

A

D

C

B

※既存サッシガラス押えビート撤去



塗膜防水

面台 防水モルタル補修

一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

現況図

S=1/150

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

2
,
1
5
0

1
,
5
7
0

35,285

2
0
,
6
0
0

2,310 70 2,255 70 2,255 70 2,213 70 2,212 1,800

1
,
1
6
5

1,910 70 70 1,910

960

1,700

1
,
7
2
0

7
0

1
,
7
2
0

3
5
0

1
,
8
3
0

1,400 70 70

650 650 650

700

2,900 2,900 1,700

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

1
,
7
0
0

2
,
9
0
0

庭

庭

玄関庇

昭和55年建設時

RC造

平成6年増築時鉄骨造ALC外壁

※平成6年増築時に全面改修

1,800 570

70

570

70

6/AW

5/AW

11/SW

4/AD

4/AW

3/AW

1/AD

7/AW 8/AW

3/AD

2/AW

500

15/AW

4/SW

W=1000

H=1100

W=400 H=1600

ﾄｰﾒｲ t=5

2/AD

13/AW 14/AW
17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

17/AW

12/AW

17/AW

17/AW

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5

H=2000

ﾄｰﾒｲ t=5
ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

H=1900 ﾄｰﾒｲ t=5

無目 H=150

欄間 H=450 ﾄｰﾒｲ t=3

H=300 ｶﾞﾗﾘ

無目 H=100

H=1600 型板 t=4

H=600

ﾄｰﾒｲ t=5

H=900

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5

H=800

ﾄｰﾒｲ t=5
H=500

型板 t=4

ﾄｰﾒｲ t=5

H=1500 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1350 ﾄｰﾒｲ t=3 H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

H=1100 ﾄｰﾒｲ t=3

網入り型板 t=6.8

18/AW

1/AW

W=450

H=800

網入り型板 t=6.8

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

800

W=650 H=400

H=600 型板 t=4

W=700

腰窓部 網入り型板 t=6.8

3,510

平成24年改修

流し

流し

笠木 瓦葺き

1

昭和55年建設時

RC造

鉄骨造ALC外壁

平成6年増築時

8765432

漏水箇所

湯沸しA

ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ

湯沸しB

ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

複層塗材E吹付仕上げ

下地処理の上

H=1750

CB150 7段積み

※サッシ周りシーリング打ち替え

ｶﾞﾗｽ取替

塗膜防水

支柱100*50　H=1700

ｽﾁｰﾙ製FE塗り下地処理の上

SOP塗替え

H-100*100*6*8

門扉 ｽﾁｰﾙ製

下地処理の上SOP塗り替え

SOP塗り替え下地処理の上

※昭和55年建設部分 サッシ面台 防水モルタル補修の上塗膜防水塗り

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP75 新設

ｶﾗｰVP75 新設

ｶﾗｰVP75 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

ｶﾗｰVP100 新設

面台 防水モルタル補修

※既存縦樋撤去の上ｶﾗｰVP新設

※外壁改修

既存下地処理の上下地調整を施し、複層塗材E吹付仕上げ

改修平面図

吊戸棚　W=600 H=500

既存品に合わせること

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

※既存設備ボックス及び配管等もケレン下地処理の上SOP塗りとすること。

A-010

※既存サッシクリーニング ガラスとも

※既存SW スチール製建具　ケレン下地処理の上SOP塗替えとする。

A

D

C

B

WS-60取替

※既存ガラス押えビート撤去の上シーリング施工　5*5

ｱﾙﾐ水切り

塗膜防水

面台 防水モルタル補修

塗膜防水

面台 防水モルタル補修

塗膜防水

面台 防水モルタル補修

塗膜防水

面台 防水モルタル補修

塗膜防水

面台 防水モルタル補修

塗膜防水

面台 防水モルタル補修



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

1/150

北立面図

西立面図

ﾘｼﾝ吹付

RC壁取り合い

ｼｰﾘﾝｸﾞ施工

30*10

外壁 ALC版 t=100

ﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

H-100*100*6*8

OP塗り

ｽﾁｰﾙ製門扉OP塗り

庇天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗り

庇天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

11/SW

※既存天井裏換気口7箇所 (平成6年増築部ALC面)

換気扇

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

CB150 リシン吹付

7/AW8/AW
3/AD

2/AW

15/AW

2/AD13/AW
14/AW

6/AW 5/AW

10/AW 10/AW 10/AW

1/AG 1/AG 1/AG

17/AW

3/AW

4
5
0

3
,
4
5
0

4
0
0

2
,
6
0
0

10

3

10

3

800

800

800800

S=1/150

S=1/150

ｸﾗｯｸ

浮き

ｸﾗｯｸ

換気扇

18/AW

合板下地ケイカル板 t=6 ﾘｼﾝ吹付

合板下地ケイカル板 t=6 ﾘｼﾝ吹付

網入りﾄｰﾒｲ

t=6.8

AW

AW

合板下地ケイカル板 t=6の上

型板ｶﾞﾗｽ

ｱﾙﾐｻｯｼ6箇所

木下地 越屋根

壁 ﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗り ﾘｼﾝ吹付

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去L=1750

AW

網入りﾄｰﾒｲ
t=6.8

W=800 H=400

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

リシン吹付

t=4

撤去

縦樋 塩ビ製100Φ　

撤去

撤去

縦樋 塩ビ製100Φ　

現況撤去立面図１

面台 防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

棟笠木 ｶﾗｰ鉄板 t=0.35

撤去

棟笠木 ｶﾗｰ鉄板 t=0.35

撤去

棟笠木 ｶﾗｰ鉄板 t=0.35

撤去

水切り ｶﾗｰ鉄板

撤去

水切り ｶﾗｰ鉄板

撤去

水切り ｶﾗｰ鉄板

撤去

水切り ｶﾗｰ鉄板

撤去

棟笠木 ｶﾗｰ鉄板 t=0.35

撤去

A-011

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ｸﾗｯｸ

穴

※既存換気扇取り付け部　300角　5箇所 OP塗り

※既存外部サッシガラス押えビート撤去

コロニアル葺き

屋根 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

撤去

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ葺き 撤去

コロニアル葺き平成6年改修 既存屋根

昭和55年建設部分 既存屋根 コロニアル葺き

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ葺き 撤去

一部下地合板とも撤去(軒先 役物木材撤去部分)



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

11/AW 11/AW

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事
1/150

南立面図

東立面図

4/AW4/AD
1/AD

11/AW

12/AW17/AW 17/AW
17/AW 17/AW 17/AW

3
,
8
0
0

10

3

10

3

8
5
0

2
,
9
5
0

S=1/150

S=1/150

800 800

外壁取り合い ｼｰﾘﾝｸﾞ 30*10

ケイカル板 t=6

ﾘｼﾝ吹付

水切り面台

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ 撤去

縦樋 塩ビ製 100Φ

撤去

塩ビ製樋 75Φ

撤去

塩ビ製樋 75Φ

撤去

塩ビ製樋 75Φ

撤去

塩ビ製軒樋 W=150

撤去

塩ビ製軒樋 W=150

撤去

塩ビ製軒樋 W=150

撤去

縦樋 塩ビ製 100Φ

撤去

棟包み

ｶﾗｰ鉄板 撤去

撤去

※既存ｻｯｼ周りｼｰﾘﾝｸﾞ 撤去

塩ビ製軒樋 W=150

撤去

面台 防水ﾓﾙﾀﾙ 水切り ｶﾗｰ鉄板 撤去

塩ビ製縦樋 75Φ　撤去

現況撤去立面図２

A-012

塩ビ製ﾚｼﾞｽﾀｰ

4箇所

ｼｰﾘﾝｸﾞ 撤去

※既存外部サッシガラス押えビート撤去

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ故障



下地補修処理の上塗膜防水ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ

※既存換気扇取り付け部　300角　5箇所 OP塗り

庇天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗り

一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

1/150

北立面図

西立面図

ﾘｼﾝ吹付

RC壁取り合い

30*10

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

庇天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

11/SW

※既存天井裏換気口7箇所 (平成6年増築部ALC面)

換気扇

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

CB150 リシン吹付

7/AW8/AW
3/AD

2/AW

15/AW

2/AD13/AW
14/AW

6/AW 5/AW

10/AW 10/AW 10/AW

1/AG 1/AG 1/AG

17/AW

3/AW

4
5
0

3
,
4
5
0

4
0
0

2
,
6
0
0

10

3

10

3

800

800

800800

S=1/150

S=1/150

ｸﾗｯｸ

浮き

18/AW

AW

AW

合板下地ケイカル板 t=6の上

型板ｶﾞﾗｽ

木下地 越屋根

壁 ﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗り ﾘｼﾝ吹付

AW

網入りﾄｰﾒｲ
t=6.8

W=800 H=400

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

リシン吹付

t=4

面台 防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

新設屋根

下地処理の上複層塗材E吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

外壁 ALC版 t=100

ﾘｼﾝ吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

改修立面図１

下地補修処理の上塗膜防水

クリーニング施工

下地処理の上 SOP塗り

ｽﾁｰﾙ製門扉 OP塗り

下地処理の上 SOP塗り

OP塗り

H-100*100*6*8

下地処理の上複層塗材E吹付 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

ﾘｼﾝ吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

新設縦樋 ｶﾗｰ塩ビ製100Φ　

下地補修処理の上塗膜防水

新設

新設

ｸﾗｯｸ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

下地処理の上複層塗材E吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

新設

新設

昭和55年建設部分

外壁仕様

既存下地処理及び下地調整の上

複層塗材Ｅ吹付仕上げ

腰共

新設

合板下地ケイカル板 t=6 ﾘｼﾝ吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

新設

合板下地ケイカル板 t=6 ﾘｼﾝ吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

新設

新設

平成6年建設部分 昭和55年建設部分

縦樋 ｶﾗｰVP 100Φ　

新設

SOP塗替え

換気扇

下地補修処理の上塗膜防水

換気扇 換気扇

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直しL=1750

網入りﾄｰﾒｲ

t=6.8

ｱﾙﾐｻｯｼ6箇所

換気扇

下地処理の上複層塗材E吹付

3
,
8
0
0

▽ 設計GL

▽ 鉄骨軒天

KDプライマー+KDシート+KDテープ

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き

棟笠木 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

棟笠木 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

棟笠木 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

棟笠木 ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

下地処理の上複層塗材E吹付

A-013

(金属屋根粘着二重防水工法　同等品)新設屋根仕様

新設屋根仕様

平成6年建設部分

外壁仕様 腰共

既存ＡＬＣ部下地処理及び下地調整の上

複層塗材Ｅ吹付仕上げ

ALCと腰の取り合い部ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き

KDプライマー+KDシート+KDテープ

床下換気口 鋳鉄製 400*150 ｹﾚﾝ下地処理SOP塗替え

(金属屋根粘着二重防水工法　同等品)

ｸﾗｯｸ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙにて穴埋め

180Φ

ｱﾙﾐ水切り

ｱﾙﾐ水切り

ｱﾙﾐ水切り ｱﾙﾐ水切り

屋根-壁取り合い

2重水切り取付

樋
軒樋　新設カラー塩ビ製軒樋　W=150

呼び樋 新設カラーＶＰ100Φ

縦樋　新設カラーＶＰ100Φ

既存サッシ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

既存サッシクリーニング ガラスとも

ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ補修の上塗膜防水

既存ｶﾞﾗｽ入替え　ｶﾞﾗｽ押えｼｰﾘﾝｸﾞ施工　5*5

全ｶﾞﾗｽ押えﾋﾞｰﾄ撤去ｼｰﾘﾝｸﾞ施工 5*5

樋 軒樋　新設カラー塩ビ製軒樋　W=150

呼び樋 新設カラーＶＰ75Φ

縦樋　新設カラーＶＰ75Φ

既存サッシ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

既存サッシクリーニング ガラスとも

全ｶﾞﾗｽ押えﾋﾞｰﾄ撤去ｼｰﾘﾝｸﾞ施工 5*5

下地補修処理の上塗膜防水ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ
下地補修処理の上塗膜防水ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き (金属屋根粘着二重防水工法　同等品)

下地補修処理の上塗膜防水ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設 2重水切りとすること

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設 2重水切りとすること

下地補修処理の上塗膜防水ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ

KDプライマー+KDシート+KDテープ下地 既存合板 t=12                  下地の上(一部新設合板 t=12)

既存下地合板 t=12

既存合板 t=12 (一部新設耐水合板張り t=12)

屋根 既存合板 t=12 KDプライマー+KDシート+KDテープ



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

面台 防水ﾓﾙﾀﾙ

11/AW 11/AW

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事
1/150

南立面図

東立面図

4/AW4/AD
1/AD

11/AW

12/AW17/AW 17/AW
17/AW 17/AW 17/AW

3
,
8
0
0

10

3

10

3

8
5
0

2
,
9
5
0

S=1/150

S=1/150

800 800

ｶﾗｰ塩ビ製軒樋 W=150

新設

ｶﾗｰ塩ビ製軒樋 W=150

新設

ｶﾗｰ塩ビ製軒樋 W=150

新設

新設

ｶﾗｰVP 75Φ

新設

ｶﾗｰVP 75Φ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 打ち直し

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

ｶﾗｰVP 75Φ

新設

ケイカル板 t=6

ﾘｼﾝ吹付

下地処理の上複層塗材E吹付

新設棟包み

新設屋根仕様

平成6年建設部分

外壁仕様 腰共

既存ＡＬＣ部下地処理及び下地調整の上

複層塗材Ｅ吹付仕上げ

ALCと腰の取り合い部ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

新設屋根仕様

昭和55年建設部分

外壁仕様

既存下地処理及び下地調整の上

複層塗材Ｅ吹付仕上げ

腰共

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

補修下地処理の上塗膜防水

補修下地処理の上塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

水切り面台

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

水切り面台

補修下地処理の上塗膜防水
外壁取り合い ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し 30*10

縦樋 ｶﾗｰVP 100Φ

新設

新設

縦樋 ｶﾗｰVP 100Φ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 打ち直し

改修立面図２

補修下地処理の上塗膜防水

床下換気口 鋳鉄製 400*150 ｹﾚﾝ下地処理SOP塗替え

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き

KDプライマー+KDシート+KDテープ

KDプライマー+KDシート+KDテープ

カラーGL鋼板 t=0.4 立てハゼ葺き ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

水切り ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

新設

新設棟包み

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4

A-014

3方ｼｰﾘﾝｸﾞ施工

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌｰﾄﾞ取付　300角

4箇所

(金属屋根粘着二重防水工法　同等品)

(金属屋根粘着二重防水工法　同等品)

樋

縦樋　新設カラーＶＰ100Φ

呼び樋 新設カラーＶＰ100Φ

軒樋　新設カラー塩ビ製軒樋　W=150

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ修繕

ｱﾙﾐ水切り

ｱﾙﾐ水切り ｱﾙﾐ水切り ｱﾙﾐ水切り ｱﾙﾐ水切り
ｱﾙﾐ水切り ｱﾙﾐ水切り

屋根-壁取り合い

2重水切り取付

既存サッシ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

全ｶﾞﾗｽ押えﾋﾞｰﾄ撤去ｼｰﾘﾝｸﾞ施工 5*5

既存ｶﾞﾗｽ入替え ｼｰﾘﾝｸﾞ施工　5*5

樋
軒樋　新設カラー塩ビ製軒樋　W=150

呼び樋 新設カラーＶＰ75Φ

縦樋　新設カラーＶＰ75Φ

既存サッシ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

全ｶﾞﾗｽ押えﾋﾞｰﾄ撤去ｼｰﾘﾝｸﾞ施工 5*5

ｻｯｼ面台 防水ﾓﾙﾀﾙ補修の上塗膜防水

既存合板 t=12

一部新設耐水合板 t=12 取付(軒先等の部分)

既存合板 t=12



排煙ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

笠木

ｶﾗｰ鉄板 t=0.35

屋根伏図

S=1/150

一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

玄関庇 平成24年改修済

片流れ笠木 カラー鉄板 t=0.35

片流れ笠木 カラー鉄板 t=0.35

片流れ笠木 カラー鉄板 t=0.35

谷樋 カラー鉄板

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

2,860 16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

35,285

2
0
,
6
0
0

煙突

940+70+940+70+940W

10/AW
10/AW 10/AW

840+70+400+70+840

突出し 突出し
突出し

突出し 突出し

2220*500

ﾄｳﾒｲ t=3 ﾄｳﾒｲ t=3

2960*450

ﾄｳﾒｲ t=3

11/AW

1/AG
1/AG 1/AG

400*300

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

既存隠し軒樋

既存屋根-外壁取り合い水切り

カラー鉄板 t=0.35 加工

カラー鉄板 t=0.35 加工

1 2 3
4 5 6 7 8

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

塩ビ製軒樋

塩ビ製軒樋

塩ビ製軒樋

11/AW

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

取り付けビス

撤去

撤去

撤去

現況撤去

現況撤去屋根伏図

平成6年増築建物は、屋根コロニアル葺き及びアスファルトルーフィング撤去

昭和55年建設建物
平成6年増築建物

昭和55年建設建物 平成6年増築建物

カラー鉄板 撤去

A-015

A

D

C

B

既存屋根 アスファルトルーフィング葺きの上コロニアル葺き仕上げ 撤去

部 下地合板 t=12撤去

600

600

6
0
0

600

※昭和55年建設建物の既存屋根は、仕上げｺﾛﾆｱﾙ葺き及びアスファルトルーフィング撤去

600

既存内樋

下地合板 t=12　撤去範囲



ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

笠木

屋根伏図

S=1/150

一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

玄関庇 平成24年改修済

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

2,860 16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

35,285

2
0
,
6
0
0

煙突

940+70+940+70+940W

10/AW
10/AW 10/AW

840+70+400+70+840

突出し 突出し
突出し

突出し 突出し

2220*500

ﾄｳﾒｲ t=3 ﾄｳﾒｲ t=3

2960*450

ﾄｳﾒｲ t=3

11/AW

1/AG
1/AG 1/AG

400*300

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

11/AW

新設

新設

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ取付ﾋﾞｽ

ｽﾃﾝﾚｽ製に取替

新設

片流れ笠木 カラーGL t=0.35 新設

排煙ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

谷樋

カラーGL 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

スチール芯入り塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製受け金物 新設

改修屋根伏図

改修

屋根-外壁取り合い水切り 新設カラーGL t=0.4 加工

ｶﾗｰGL t=0.4新設

谷樋 カラーGL鋼板 t=0.4 新設

片流れ笠木 カラーGL鋼板 t=0.4

片流れ笠木 カラーGL鋼板 t=0.4

片流れ笠木 カラーGL鋼板 t=0.4

A-016

A

D

C

B

1 2 3 4 5 6 7 8

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修

木材撤去跡

屋根-壁取り合い部

2重水切り施工のこと。

屋根-壁取り合い部

2重水切り施工のこと。

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ修繕

合板 t=12 新設エリア

新設屋根
既存合板下地 t=12 KDﾌﾟﾗｲﾏｰ+KDｼｰﾄ+KDﾃｰﾌﾟの上カラーGL t=0.4 立てハゼ葺き (金属屋根粘着二重防水工法　同等品)

軒先周り等一部新設合板 t=12 張替

新設スチール芯入りカラー塩ビ製 W=150　ｽﾃﾝﾚｽ製吊り受け金物軒樋

600

600

600

600



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

S=1/150

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

2,860 16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

冷凍機置き場

35,285

2
0
,
6
0
0

庭

玄関庇

庭

現況軒裏図

現況軒裏図

A

A

A

A

B
B

B

B

B

B

A

B

ケイカル板 t=6 の上リシン吹付

コンクリート打ち放しリシン吹付

A

平成24年改修

湯沸しB

C

C
PB t=9.5 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

漏水箇所

吊戸棚 W=600 H=500

撤去

※縦樋　撤去

軒樋 W=150

撤去

軒樋 W=150

撤去

軒樋 W=150

撤去

A

A-017

D

C

B

1
,
5
7
0

2
8
0

1 2 3 4 5 6 87



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

1/150

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

S=1/150

3
,
3
9
0

1
0
,
6
7
0

6
,
5
4
0

5,5801,395 4,650 4,650 4,650 1,860 5,580 3,720 1,200 2,000

1
,
8
6
0

1
,
3
9
5

9
,
7
6
5

7
,
5
8
0

2
0
,
6
0
0

2,860 16,275 990 1,800 3,720 12,500

35,285

35,285

2
0
,
6
0
0

庭

玄関庇

庭

A

A

A

A

B
B

B

B

B

B

A

平成24年改修

湯沸しB

漏水箇所

A ケイカル板 t=6 の上リシン吹付

B コンクリート打ち放しリシン吹付

下地処理の上複層塗材E吹付仕上げ

下地処理の上複層塗材E吹付仕上げ

改修軒裏図

改修軒裏図

B

複層塗材E吹付

エポキシ樹脂モルタル充填補修の上

既存樋接続部改修

スチール芯入りカラー塩ビ製軒樋

W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製吊り受け金物

ｶﾗｰ塩ビ製呼び樋 100Φ

ｶﾗｰ塩ビ製呼び樋 75Φ

ｶﾗｰ塩ビ製呼び樋 75Φ

ｶﾗｰ塩ビ製呼び樋 75Φ

スチール芯入りカラー塩ビ製軒樋

W=150
ｽﾃﾝﾚｽ製吊り受け金物

スチール芯入りカラー塩ビ製軒樋

W=150
ｽﾃﾝﾚｽ製吊り受け金物

ｶﾗｰ塩ビ製呼び樋 100Φ

※軒樋　新設カラーVP 塩ビ製 W=150 ｽﾃﾝﾚｽ製吊り受け金物

※縦樋 新設カラーVP 塩ビ製 100Φ 固め金物 ｽﾃﾝﾚｽ製 @1200

既存縦樋撤去穴 100Φ 8箇所

※吊戸棚 W=600 H=500

A

A-018

D

C

B

1
,
5
7
0

2
8
0

1 2 3 4 5 6 7 8

既存品に合わせ取替



ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

AW

1280*400

1280*400

AW

1350*380

×2

×2

×2 AW

600*400

×1

9
8
0

800

450

4
5
0

3
,
0
0
0

3
,
4
5
0

水切り鉄板

面台

AW

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

現況笠木詳細図 

S=1/10

現況軒先詳細図 

S=1/10

1
2
0

2
0

3
0

2
5

3
0
4
5

5

ｼｰﾘﾝｸﾞ施工

7
1

6
7

4
0
3
0
2
5

3
5

30

30

5

ｼｰﾘﾝｸﾞ施工

水切り鉄板

1
,
4
6
0

4
2
3

1
,
2
2
4

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事
1/50

1/10

S=1/50

3
,
8
0
0

▽ 設計GL

▽ 鉄骨梁天

8
5
0

1
,
1
0
0

8
5
0

▽ 軒天

▽ 軒天

S=1/50

平成6年増築分

ｻｯｼ周りｼｰﾘﾝｸﾞ

撤去

軒先 木材

撤去

屋根 コロニアル葺き撤去

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

けらば周り木材

撤去

ｻｯｼ周りｼｰﾘﾝｸﾞ

撤去

▽ 設計GL

▽ 1FL

▽ 事務室FL

1
5
0

5
0

3
0

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

縦樋 撤去

8
0
0

4
5
0

1
,
9
0
0

1
0
0

撤去塩ビ製軒樋

W=150

屋根仕様

コロニアル葺き 撤去

撤去

屋根仕様

コロニアル葺き 撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940 撤去

撤去

木材一式

撤去

撤去

撤去

木材一式

撤去

撤去

現況けらば部詳細図

S=1/10

2
0

120

30 45

5

3
0

2
5

水切り鉄板

撤去

撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ施工

木材一式

撤去

既存撤去断面詳細図

既存撤去断面詳細図

既存撤去断面詳細図

昭和55年建設部分

A-019

屋根 コロニアル葺き

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

屋根 コロニアル葺き撤去

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

屋根 コロニアル葺き

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

5
2
5

6
3
0

屋根 コロニアル葺き撤去

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

屋根 コロニアル葺き撤去

下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 撤去

合板 t=12 撤去

合板 t=12 撤去

合板 t=12 撤去



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

ｻｯｼ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

既存ｻｯｼ面台

塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙ補修の上

ｻｯｼ周りｼｰﾘﾝｸﾞ打ち直し

15*10

15*10

S=1/50

改修軒先詳細図

S=1/10

改修笠木詳細図

S=1/10

改修けらば詳細図

S=1/10

6
5

5
0

1
5

15

15

65

エポキシ樹脂モルタルコテ押え

木材撤去跡

既存均しﾓﾙﾀﾙ塗り t=15

AW

1280*400

1280*400

AW

1350*380

×2

×2

×2 AW

600*400

×1

9
8
0

450

4
5
0

3
,
0
0
0

AW

1
,
4
6
0

4
2
3

1
,
2
2
4

3
,
8
0
0

▽ 設計GL

▽ 鉄骨梁天

8
5
0

1
,
1
0
0

8
5
0

▽ 軒天

S=1/50

平成6年増築分

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

ｻｯｼ周り

既存ｻｯｼ面台

塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙ補修の上

塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙ補修の上

既存庇天端

新設 ｶﾗｰ塩ビ製樋

W=150

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填

縦樋撤去穴

新設ｶﾗｰVP 縦樋100Φ

面台

防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

補修の上塗膜防水

新設水切り

屋根仕様

屋根仕様

屋根仕様

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

改修断面詳細図

1/10

1/50

新設カラーGL鋼板

▽ 設計GL

▽ 1FL

▽ 軒天

改修断面詳細図

改修断面詳細図

KDﾌﾟﾗｲﾏｰ+KDｼｰﾄ+KDﾃｰﾌﾟ

カラーGL鋼板 t=0.4 ﾀﾃﾊｾﾞ葺き

t=0.4 加工

カラーGL鋼板 t=0.4 ﾀﾃﾊｾﾞ葺き

KDﾌﾟﾗｲﾏｰ+KDｼｰﾄ+KDﾃｰﾌﾟ

KDﾌﾟﾗｲﾏｰ+KDｼｰﾄ+KDﾃｰﾌﾟ

カラーGL鋼板 t=0.4 ﾀﾃﾊｾﾞ葺き

カラーGL鋼板 t=0.4

新設水切り

カラーGL鋼板 t=0.4

A-020

8
5

エポキシ樹脂モルタルコテ押え

木材撤去跡

木材撤去跡

エポキシ樹脂モルタルコテ押え

8
0
0

7
5
0

既存下地合板 t=12

※軒先部分等は、新設下地合板 t=12設置

既存下地合板 t=12

既存下地合板 t=12

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填

縦樋撤去穴

新設

W=150

ｶﾗｰ塩ビ製軒樋

※軒先部分等は、新設下地合板 t=12設置

7
5
0

既存下地合板の上

新設屋根カラーGL t=0.4 立てハゼ葺き

5
8
0

軒先等の役物木材撤去に伴う

下地合板 t=12 張替部分



一級建築士事務所

おくだ建築事務所

一級建築士 登録 第２０５８６５号

奥田 義二

承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

片棟 棟軒先（RC造） 軒先（S造）

ケラバ 壁取合 壁取合

塩ビ樋　W=150

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

ポリオレフィン系補強層入り非加硫ブチルゴムシート t=1.0（ＫＤシート）

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

ポリオレフィン系補強層入り非加硫ブチルゴムシート t=1.0（ＫＤシート）

新設合板ｔ＝12

3
0

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

唐草：カラーGL鋼板 t=0.4

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

唐草：カラーGL鋼板 t=0.4

塩ビ樋　W=150

3
0

化粧ケイカルｔ＝6

軒天

2
5

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

唐草：カラーGL鋼板 t=0.4

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

ポリオレフィン系補強層入り非加硫ブチルゴムシート t=1.0（ＫＤシート）

C-100x50x20x2.3　＠607

3

10

現
場
合
せ

6
0

捨板　GL鋼板ｔ＝0.4

捨板　GL鋼板ｔ＝0.4

水切：カラーGL鋼板 t=0.4

水切：カラーGL鋼板 t=0.4

既存均しモルタルｔ＝15

3

10

エポキシ樹脂モルタル

3
0

既存均しモルタルｔ＝15

3
0

VPφ100

1
5

木材撤去後

780

既存谷樋躯体

780

40

15

エポキシ樹脂モルタル

木材撤去後

9
0

6
5

8
5

5
0

5
0

既存均しモルタルｔ＝15

40

5
0

15

65

エポキシ樹脂モルタル

木材撤去後

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

唐草：カラーGL鋼板 t=0.4

9
0

現場合せ

2
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屋根　粘接着工法パーフェクトルーフ　竪平葺：カラーGL鋼板 t=0.4
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A- 021

既存下地合板ｔ＝12

屋根　粘接着工法パーフェクトルーフ　竪平葺：カラーGL鋼板 t=0.4

特殊ブチルゴム t=1.0（裏打）

ポリオレフィン系補強層入り非加硫ブチルゴムシート t=1.0（ＫＤシート）

先端部役物木材撤去部のみ新設下地合板ｔ＝12　その他は、既存下地合板とする。

先端部役物木材撤去部のみ新設下地合板ｔ＝12　その他は、既存下地合板とする。
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承認
縮尺

工事名称

図面名称

図面番号

No

上下換気口

270*150

上下換気口

270*150 270*150

下換気口

下換気口

270*150

680

消火器ﾎﾞｯｸｽ

火気厳禁標識

3,040

1
,
3
6
0

外寸法

W=760

見込み100

680

SD1 SD1

CB150 9段積み

臥梁 ｺﾝｸﾘｰﾄ造

H=1755

1
0
0

2
8
5

1
,
8
1
0

1
,
7
0
0

2
2
0

1
,
9
1
0

換気口

換気口

C-100*50

スレート葺き

外壁 リシン吹付

基礎部 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

355

375

プロパン庫

S=1/50

プロパン庫

S=1/50

上下換気口

270*150

上下換気口

270*150 270*150

下換気口

下換気口

270*150

680

消火器ﾎﾞｯｸｽ

火気厳禁

3,040

1
,
3
6
0

外寸法

W=760

見込み100

680

SD1 SD1

CB150 9段積み

臥梁 ｺﾝｸﾘｰﾄ造

H=1755

1
0
0

2
8
5

1
,
8
1
0

1
,
7
0
0

2
2
0

1
,
9
1
0

換気口

換気口

C-100*50

基礎部 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し

355

375

プロパン庫

S=1/50

プロパン庫

S=1/50

外壁 下地処理の上

複層塗り材E吹付

ケレン下地処理の上

SOP塗り

既存換気口

下地処理の上 SOP塗り

下地処理の上 複層塗り材E吹付

下地処理の上 SOP塗り 下地処理の上 SOP塗り

下地処理の上 SOP塗り

下地処理の上 SOP塗り

標識取替
撤去

ドアのみ撤去 枠 下地処理の上 SOP塗り

ドア　新設ドアに取替

ドアのみ撤去 ドア　新設ドアに取替

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替えｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

撤去 新設スレート葺き

老人福祉センター玉泉苑屋根改修工事

プロパン庫改修図

1/50

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

ｽﾚｰﾄｹﾗﾊﾞ役物

撤去

ｽﾚｰﾄｹﾗﾊﾞ役物ｽﾚｰﾄｹﾗﾊﾞ役物

撤去

新設

ｽﾚｰﾄｹﾗﾊﾞ役物

新設

改修断面図

改修平面図

現況撤去断面図

現況撤去平面図

A-022
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